


NJSF-OFA - 1 - 

新 日 本 ス ポ ー ツ 連 盟 大 阪 府 連 盟 サ ッ カ ー 協 議 会 

NewJapanSpor tsFedera t ion  OsakaFootba l lAssoc ia t ion 

 
2016 年度 第 37 回 定期総会 

〓 次第 〓 
 

2016 年5 月29 日（日） 

アネックスパル法円坂：なにわのみやホール 

 

1. 開 会 ·································· 9：40～ 

2. は じ め に         大阪府サッカー協議会会長 植山良和 

3. 挨 拶         大阪府連盟理事長 渡辺紀雄 様 

4. 議 案 

（１）『第36 回定期総会以降のまとめ』 ······················ 10：00～ 

① 2015－2016 リーグ戦 

各リーグ １～３位の表彰、１部リーグ得点王・アシスト王の表彰 

② 第52 回大阪スポーツ祭典サッカー大会 

③ 第36 回全国選抜大会 関西大会 

④ 第２1 回 全国競技大会：サッカー West Japan Cup・Final Cup 

⑤ 第19 回全国シニアサッカー大会 

⑥ 第20,21 回Foot a 7 大会 

⑦ 2015-20156CHAMPIONS CUP・LOREN CUP 

⑧ 第36 期（2015 年度）活動総括・第36 期（2016 年度）展望 

 

（２）『第37 期活動方針』 ···························· 10：40～ 

① 2016 年度活動予定・運営体制 

② 2016 年度リーグ編成・リーグ戦実施要項 

③ ブロック別各係り・役割分担 

④ 試合結果報告書・グランド責任者について 

⑤ 傷害保障相互援助制度 

⑥ 各種申請用紙 

 

（３）『第36 期（2015 年度）決算・会計報告』 ··················· 11：10～ 

  

（４）『第37 期（2016 年度）活動予算案』 

 

（５）『第37 期（2016 年度）役員の選出』 

 

５．質疑応答及び修正案 ······························ 11：30～ 

 

６．採 決 ································· 11：40～ 

 

７．新役員挨拶 

 

８．その他（連絡事項） 

 

９．閉 会 ································· ～12：00 

 

－あとかたづけ－
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新日本スポーツ連盟 大阪府連盟規約 

第１章   名     称 

第１条 本連盟は新日本スポーツ連盟大阪府連盟（略称スポーツ連盟大阪）とし、事務所を大阪におく。 

 

第２章   目     的 

第２条 本連盟の目的は全国連盟規約の目的にそって次の通りとする。 

① 健康で文化的な生活をするために誰でもがスポーツに親しめ、上達するようにする。 

② 働く人の立場に立った平和と民主主義をつらぬくスポーツマン精神をつちかう。 

③ 日本の体育スポーツ界の平和的で民主的な発展を促進し、体育・スポーツを通じて世界平和に貢献す

る。 

第３条 連盟の目的を実現するため、次の諸活動を行う。 

① 職場、地域、学園でのスポーツ活動（クラブ・サークル・チーム）を活発にする。 

② 各種協議会、スポーツ教室、講習会、研修会などを開催する。 

③ 指導員、トレーナー、選手の養成を行う。 

④ 他のスポーツ団体および諸団体と協力して、施設用具、休暇、自然環境など体育・スポーツの諸条件の

改善をはかる。 

⑤ 体育・スポーツに携わる書組織との交流、共同をはかる。 

⑥ 体育・スポーツの条件整備などで自治体との交渉を積極的にすすめる。 

⑦ 体育・スポーツの国際交流を行う。 

⑧ 体育・スポーツに関する書籍、新聞、雑誌などを発刊する。 

⑨ 体育・スポーツに携わる専門家の活動の発展と諸条件の改善をはかる。 

⑩ その他、連盟の目的達成に必要な活動を行う。 

 

第３章   組     織 

第４条 本連盟の規約を認めるクラブ、および個人によって構成される総合的な体育・スポーツ団体である。 

第５条 本連盟の機構は、市・町・村連盟および種目組織からなる。ただし特殊な場合、クラブおよび個人が直接府

連盟の所属となることができる。 

第６条 連盟への加盟は、クラブ・個人の加盟申込書に基づいて原則として府連盟が承認する。 

第７条 連盟からの脱退は府連盟に通知し、１ヶ月を経て発効する。 

第８条 全ての構成員は連盟の行事や事業、各種指導員資格の取得、連盟役員の選出、および被選出など連盟の

すべての活動に参加できる。 

第９条 本連盟の主旨に賛同する団体または個人は連盟に登録し、協賛団体、または協賛会員となることができる。

ただし連盟の運営には関与できない。 
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第４章   機     関 

第１０条 本連盟の最高決議機関は総会である。 

① 総会は原則として１年に１回開き、理事長が招集する。３分の１以上の理事又は理事長が認めたときは臨

時総会を開くことができる。 

② 総会は理事と市・区・町・村連盟および種目別組織から選出された代議員によって構成される。 

③ 総会代議員の選出基準は別途定める。 

④ 総会は次の役員を選出する。 

   理事長      １名 

副理事長   若干名 

事務局長     １名 

財務部長     １名 

機関誌部長   １名 

理事       数名 

第１１条 種目・地域代表者会議は総会に次ぐ決議機関である。代表者は種目・地域組織の役員から選出され、総会の承

認を得る。任期は次の総会までとする。 

① 種目・地域代表者会議は理事と各種目・地域組織の代表者で構成され、理事長が招集する。 

② 代表者の選出基準は連盟員数を基準とし、別途定める。 

③ 出席できない代表者は選出組織の役員から代理出席を認める。 

④ 代表者会議は年２回、１１月と５月に定期的に行う。 

第１２条 理事会は執行機関として総会で選出された役員で構成される。役員の任期は次の総会までとする。ただし、再

選は防げない。 

① 理事は年度途中、拡大補充することができるが、理事会の推薦を経て、種目・地域代表者会議の承認を必要

とする。 

② 理事会は、月１回定期的に行う。 

③ 理事会は、担当理事と各種目・地域組織の担当者で構成する各担当者会議を適時行う。 

第１３条 理事会は、各委員会を設け連盟の日常業務を行う。 

① 各委員会は、担当理事と各種目組織から選出されたメンバーで構成され、連盟の各種の業務を行う。 

② 事務局を設け、連盟の日常活動を行う。 

第１４条 各機関の会議は定数の過半数の出席で成立し、議決は出席者の過半数で決定する。 

第１５条 会計監査委員は総会毎に選出され、監査の結果を総会に報告する。 

第１６条 本連盟を援助、助言する顧問を府理事会の推薦に基づき総会で承認することができる。 

第５章   財     政 

第１７条 本連盟の財政は連盟費・加盟費・分担金及び行事収入・寄付金によって賄う。 

第１８条 本連盟の加盟費・連盟費・登録費は別に定める基準による。 

第１９条 本連盟の会計年度は、６月１日から５月３１日とし、会計報告は総会の承認を必要とする。また会計の細則は別に

定める。 

第６章   附     則 

第２０条 本規約の改廃は総会で３分の２以上の多数を持って議決する。 

第２１条 本規約は、１９７５年７月１３日の第９回総会で一部改正された。 

第２２条 本規約は、１９９３年７月１１日の第２７回総会で一部改正された。 

第２３条 本規約は、１９９４年７月１０日の第２８回総会で一部改正される。 

第２４条 本規約は、１９９６年７月１４日の第３０回総会で一部改正される。 

 



NJSF-OFA - 4 - 

新日本スポーツ連盟 全国サッカー協議会 規約 

 

第１条 名称 

 本会は、新日本スポーツ連盟全国サッカー協議会と称し、事務局を新日本スポーツ連盟全国連盟内におく。 

 

第２条 目的 

 本会の目的及び活動は、新日本スポーツ連盟規約にのっとって行なわれ、サッカーの大衆的、民主的発展に寄与す

る。 

 

第３条 組織 

 本会は、都道府県サッカー組織、または、同準備会によって構成される。ただし、特別の場合、クラブ・個人が直接全

国サッカー協議会の所属となることができる。 

 

第４条 機関 

１．本会の決議機関は、総会及び運営委員会とする。 

２．総会は最高機関であり、定期総会は年１回とし、運営委員長が招集する。また、運営委員長または、３分の１以上

の運営委員が必要と認めたときは、臨時総会を開催しなければならない。 

３．総会は代議員制とし、選出基準は別に定める。 

４．運営委員及び会計監査は、総会で選出され、任期は次期総会までとする。尚、運営委員は前運営委員会の推

薦数名と各協議会から複数選出される委員で構成されるのが望ましい。 

５．運営委員会は、総会につぐ機関であり、運営委員長が招集する。 

６．運営委員会は、運営委員長、副運営委員長若干名、事務局長及び運営委員をおく。又、運営委員会と別に対外

的に代表する、会長及び副会長を置くことが出来る。 

７．運営委員会は、事務局及び必要な専門部をおくことができる。 

８．運営委員会は、地域ごとの活動交流、方針の具体化及び徹底を図るためにいくつかのブロック委員会をおくこと

ができる。 

９．ブロック委員会は、都道府県協議会の三役、その他必要に応じて選出された委員で構成する。 

１０．ブロック委員の選出は、ブロック委員会責任者の推薦にもとづき、運営委員会が決定する。尚、ブロック委員会責

任者は、運営委員会が選出する。 

１１．ブロック委員会は必要に応じて開催し、ブロック委員会責任者が招集する。ブロック委員会は必要な専門部をおく

ことができる。 

１２．ブロック委員の任期は選出された後の総会までとする。 

１３．運営委員会は、審判委員会をおくことができる。 

１４．事務局は、運営委員会の指導のもとに日常活動を行う。 

１５．各機関の会議は、定数の３分の２以上の出席で成立し、議決は出席の過半数で決定する。 

１６．本会を援助・助言する顧問をおくことができる。顧問は運営委員会の推薦にもとづき総会で承認する。 

 

第５条 財政 

１．本会の財政は、都道府県協議会分担金、事業収入、募金、その他によってまかなう。ただし、都道府県協議会分

担金は別に定める。 

 ２．本会の会計年度は１月１日～１２月末とする。 

 

第６条 附則 

１．本会の改廃は、総会の３分の２以上の多数をもって決定する。 

 ２．本規約は、１９７９年９月９日をもって発効する。 

    １９８５年７月１４日 一部改定。  １９９６年３月 ３日 一部改定。 

    １９９４年３月 ６日 一部改定。  １９９８年３月 １日 一部改定。 

    １９９５年３月 ５日 一部改定。  ２０００年３月 ５日 一部改定。 
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2000 年 3 月 5 日 

新 日 本 スポーツ連 盟 全 国 サッカー協 議 会  

規約付記 
 

（１） 総会の代議員選出基準 

・ 規約第４条３項にもとづき、代議員の選出基準を次のように定める。 

都道府県協議会の 6 月総チーム数 代議員数 

１～１４ チーム ２人 

１５～２４ チーム ３人 

２５～３４ チーム ４人 

３５～４４ チーム ５人 

４５～５４ チーム ６人 

５５～６４ チーム ７人 

６５～７４ チーム ８人 

７５～８４ チーム ９人 

算出方法［総数÷１０（小数点以下四捨五入）＋１］ 

８５チーム以上は上記算出方法に準ずる。 

 

（２） 都道府県協議会分担金 

・ 規約第５条１項にもとづき、分担金の基準を次のように定める。 

都道府県協議会の６月総チーム数 × ４０００円 

分担金は都道府県協（議）会でとりまとめ、その年の１２月迄に納入する。 

 

（３） 審判登録費 

・ 審判登録費は都道府県協（議）会でとりまとめ、下記の算出基準にて 

その年の１２月迄に納入する。 

都道府県協議会の６月総チーム数 × １５００円 

 

以下余白 
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公認審判員認定制度    新日本スポーツ連盟 サッカー協議会 
 

１． 認定制度の目的 

１）審判員の育成と確保を図る。 

２）審判員の資質の向上を図る。 

３）競技水準の向上を保障する。 

 

２． 認定資格の内容と認定の基準 

Ｃ級： １) 都道府県協議会主催の各種大会の主審・副審ができる。 

       但し、全国審判委員会の推薦を受けた者は、全国サッカー協議会の主催する大会の

副審ができる。 

２）Ｃ級資格認定講習会（理論編他）または研修会に参加した者。 

  

Ｂ級： １）全国サッカー協議会が主催する各種大会の主審・副審ができる。 

   ２）Ｃ級の有資格者、原則として２年以上・３０試合以上の審判経験を有し、Ｂ級資格認 定

講習会（理論編・実技編・筆記試験）を受講し、認定を受けた者。 

３）Ｃ級の有資格者で都道府県サッカー協議会の推薦を受けた者で、全国サッカー協議会

が主催する研修会において認定を受けた者。 

 

Ａ級 ： １) 全 国 サッカー協 議 会 主 催 の各 種 大 会 の主 審 ・副 審 ができる。また、各 種 資 格 認 定 講

習会・研修会の講師ができる。 

       ２）Ｂ級の有資格者で、原則として３年以上・３０試合以上の公式戦での主審経験を有する

者で、全国サッカー協議会主催のＡ級資格認定講習会に参加し、認定を受けた者。 

   ３)全国サッカー協議会審判部が推薦し、全国サッカー協議会が主催する研修会において

認定を受けた者。 

 

３． 認定 

      Ｃ級は都道府県サッカー協議会、Ｂ級及びＡ級は全国サッカー協議会が各級審判員証を

公布し、全国サッカー協議会への登録をもって認定する。 

 

４． 登録と更新 

１）登録は年１回の更新を行う。 

２）登録・更新にあたり、次の登録料を納入する。 

一人Ａ級 2,000 円、Ｂ級 1,000 円、Ｃ級 500 円。 

３）更新にあたっては、協議会が開催する研修を受けなければならない。 

 

５． 附則 

１）本基準の改訂・廃止は運営委員会三分の二以上の多数をもって決定する。 

２）本基準を１９８０年６月１日より施行する。 

           １９８９年５月５日一部改訂。 

           １９９４年２月６日一部改訂。 

＜備考＞ 

        資格認定講習会：各級資格を認定するための講習会である。 

        都道府県サッカー協議会及び全国サッカー協議会が定期的に開催 

        し理論・実技・理解度テストを実施する。 

        研修会：各級の有資格者が審判員としての資質向上を図るものである。 

        都道府県サッカー協議会及び全国サッカー協議会が開催又は指定 

        する新日本スポーツ連盟の開催する各種講習会。 
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公認審判員制度の運用にあたって 
 

■ Ｃ級審判員の認定 

 

１．Ｃ級認定講習会の基準内用 

  １）理 論 編  ······························· ２．０時間 

    イ．競技規則 ······························· １．５時間 

    ロ．新日本スポーツ連盟の理念  ······················ ０．５時間 

  ２）実 技 編 ································ １．５時間 

  ３）筆記試験編 ······························· １．０時間 

    ただし、筆記試験編を含まなくてもよい。 

  ４）講師 

    イ．Ａ級審判員。 

    ロ．都道府県サッカー協議会審判部が推薦する者。 

 

２．認定の手続き 

  １）認定団体（都道府県サッカー協議会）が行う。 

  ２）全国サッカー協議会又は他都道府県が主催する講習会参加によるＣ級取得者は、所属 

    の都道府県サッカー協議会の手続きを受ける。 

 

３．その他 

  １）認定手続き上の諸経費の扱いは認定団体が行う。 

  ２）講習会受講証の印は、主催サッカー協議会審判部長あるいは同部長より委託を受けた 

    責任者の印とする。 

 

■ Ｂ級審判員の認定 

 

１．Ｂ級認定講習会の基準内容 

  １）理 論 編 ································ ３．５時間 

    イ．競技規則 ······························· ２．５時間 

    ロ．新日本スポーツ連盟の理念 ······················· １．０時間 

  ２）実 技 編 ································ １．５時間 

  ３）筆記試験編 ······························· １．０時間 

  ４）講師 

    イ．Ａ級審判員。 

    ロ．全国サッカー協議会審判部が推薦する者。 

 

２．受講印証 

    全国サッカー協議会審判部長あるいは同部長より委託を受けた責任者の印とする。 

 

＜備考＞  

       ２００３年３月２日 定期総会にて一部改訂。 
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新日本スポーツ連盟 大阪府連盟サッカー協議会会則 

第１章 （総則） 

 第１条 本会は「新日本スポーツ連盟大阪府連盟サッカー協議会（略称：新日本スポーツ連盟大阪サッカー協議会）」と

称し、事務局を大阪府連盟内におく。 
 
第２章 （目的と活動） 

第２条 本会の目的は次の通りとする。 

④ 「いつでも、どこでも、だれでも手軽に」サッカーができるようにする。 

⑤ 会員相互の親睦と交流をはかり、日常的なサッカー活動を通じて心身を鍛え、平和で明るく健康的な文化生

活を送れるようにする。 

⑥ サッカーの技術及び理論研究活動の自主的、民主的発展とその大衆的普及をはかる。 

第３条 本会は前条の目的達成のため次の諸活動を行う。 

⑪ リーグ戦を実施し、その他各種大会を開催する。 

⑫ 理論技術向上のため、講習会、研修会、審判講習会を開催する。 

⑬ 施設、用具などの体育・スポーツの諸条件改善の活動を行う。 

⑭ 新日本スポーツ連盟が開催する他のスポーツ活動や講習会等への参加により総合的で民主的な体育理論や

スポーツマンシップを身につける。 

⑮ ニュース、機関紙を発行する。 
 
第３章 （組織） 

第４条 本会は新日本スポーツ連盟大阪府連盟の規約と新日本スポーツ連盟全国サッカー協議会の規約を認めるク

ラブ（チーム）及び個人によって構成される。 

第５条 本会への入会は、所定の手続きを経て、規定の入会金、年会費を納めると誰でも会員となることができる。 

第６条 本会からの脱退は、本会に通知してから１ヶ月を経て発効する。 

第７条 全ての構成員は本会の行事や事業、役員の選出および非選出者などの本会の全ての活動に平等の権利を持

って参加できる。 
 
第４章 （機関と役員） 

第８条 総会は本会の最高決議機関である。 

1. 総会は原則として年１回開催し、会長が招集する。 

2. 総会は本会の活動方法の総括および決定、会則の改廃および財政報告の承認を行う。 

3. 総会は役員と本会を構成する会員から選出された代議員によって構成される。 

4. 総会は次の役員を選出する。 

（１）会長 １名 （２）副会長 若干名 （３）運営委員長 １名 

（４）副運営委員長 若干名 （５）会計監査 若干名 

 第９条 運営委員会は総会に次ぐ機関である。 

1. 各クラブチームは代表者１名を選出し、運営委員として承認される。 

2. 運営委員会は執行機関として役員と運営委員で構成され、任期は次の総会までとし、総会で決められた方針

に基づき、本会の円滑な運営をはかる。 

3. 運営委員会は各専門部会を設け、各種の業務を行う。 

 第１０条 各機関の会議は、定数の過半数の出席で成立し、議決は出席者の過半数で決定する。 

 第１１条 会計監査役員は、監査の結果を総会にて報告する。 

 第１２条 本会は顧問を置くことができる。 
 
第５章 （財政） 

 第１３条 本会の財政は、会費・入会金および行事収入並びに寄付金によって賄う。 

 第１４条 本会の入会金・会費は別に定める基準による。 

 第１５条 本会の会計年度は４月１日より翌年３月末日までとし、会計報告は総会の承認を必要とする。 
 
第６章 （附則） 

 第１６条 本会則の改廃は、総会で３分の２以上の多数をもって議決する。 

 第１７条 本会則は１９７４年１２月 ５日をもって発効する。 

             １９９７年 ６月 ８日 一部改正 

             １９９９年 ６月１３日 名称改正
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新日本スポーツ連盟 フェアプレイ宣言 

－スポーツの真の発展のために— 

 

 近年、わが国のスポーツ界において、暴力・しごき、金銭・人事をめぐるトラブル、大麻所持事件などが頻

発し、スポーツに対する社会的な信頼が揺らいでいます。また、プレイの場面においても、ルールの無視や

ルール違反まがいの風潮が広がっています。こうした事態は、スポーツの発展に逆行するだけでなく、スポ

ーツの存在意義を内部から突き崩す憂慮すべき問題です。 

 

スポーツは本来、人間がより人間らしく発達するために、また生活をより豊かに向上させるために、人類が

生みだしたかけがえのない文化です。個人のレベルでは健康と楽しみをもたらし、技術の習得と能力の発

揮による自己表現、達成感、そして他者との交流と連帯を創り出します。社会レベルでは、社会関係を豊

かにし、諸国民間の相互理解と友好を促進し、平和に貢献します。 

 

 フェアプレイ精神は、なによりもスポーツの競技において、ルールに基づき公正に振る舞い、自己の最善

を尽くし、相手を対等の仲間として尊重することから始まります。このフェアプレイ精神を発揮することは、ス

ポーツの価値を高め、スポーツの真の発展に貢献します。フェアプレイ精神はスポーツの価値の核心をな

し、明記されたルールの範囲でプレイすることを越えた意義を持っています。さらにフェアプレイ精神は、競

技場だけでなく社会において発揮することによって人々を人間的にも成長させます。 

 

 スポーツへの政治の介入や過度な商業主義的利用を規制し、フェアプレイ精神を擁護し発揮することは、

スポーツ団体・指導者・選手・スポンサー・メディア・観客などスポーツに関与するすべての人々の共通の責

務となっています。 

 

 創立以来、スポーツを国民の基本的権利とスポーツの文化的荒廃を正すことに取り組んできた新日本ス

ポーツ連盟は、あらためて、自らのすべての活動においてフェアプレイ精神を発揮することを宣言します。

同時に新日本スポーツ連盟はあらゆるスポーツ関係者が「フェアプレイ精神によってスポーツの未来を拓く」

ために、協力・共同することをよびかけます。 

 

 

                     2009 年 2 月 15 日  新日本スポーツ連盟 
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2015-2016 運営委員会 出欠表 
 
 

 

 

 

 

4/28 5/19
総会

5/31
6/30 7/28 8/25 9/29 10/27 11/24 12/15 1/26 2/23 3/29 合計

1 Piroty 奈良 奈良 3 奈良 奈良 奈良 奈良 奈良 奈良 奈良 奈良
奈良
山本

奈良 100%

2 HISTORIA 藪下 戸田 1 戸田 戸田 戸田 戸田 戸田 戸田 戸田 戸田 戸田 戸田 100%

3 1976FC 稲居 稲居 3 稲居 稲居 稲居 稲居 稲居 稲居 稲居 稲居 稲居 稲居 100%

4 ヘアトニック 早川 1 横山 早川 早川 早川 早川 早川 早川 早川 早川 早川 92%

5 セレソン。 小玉 小玉 2 小玉 小野 小玉 小玉 小玉 小玉 小玉 小玉 小玉 小玉 100%

6 empieza 水谷 水谷 1 川北 水谷 水谷 水谷 三浦 三浦 三浦 三浦 85%

7 free style 清水 多河 2 多河 多河 多河 多河 多河 多河 多河 多河 85%

8 ファンタ 長谷 3 長谷 長谷 長谷 長谷 長谷 長谷 岸下 69%

9 Axelle FC 西林 西林 西森 西森 西森 西森 西森 西森 西森 西森 77%

10 FC GAVI 大松沢 大松沢 1 大松沢 大松沢 大松沢 大松沢 大松沢 大松沢 大松沢 77%

出席率（ａ／10） 9 9 17 9 9 10 10 10 9 8 7 8 8 88%

１部リーグ

4/28 5/19
総会

5/31
6/30 7/28 8/25 9/29 10/27 11/24 12/15 1/26 2/23 3/29 合計

1 帝陵クラブ 秋間 1 秋間 秋間 秋間 秋間 秋間 秋間 秋間 秋間 秋間 北本 92%

2 スジャータ 3 鳴戸 鳴戸 鳴戸 鳴戸 鳴戸 鳴戸 54%

3 畷FC 越田 越田 1 越田 越田 越田 植田 越田 越田 69%

4 FC SCDETTO 岡 坂本 5 池平 岡 池平
井上
池平

多田
坂本
岡

 坂本岡
井上
池平

 井上池平
近藤
井上 100%

5 GRAUBEN 大阪
若林
林田

若林
平野

9
若林
新江

若林
平野

若林 若林 若林
若林
他3名

若林
他4名

若林
他4名

若林
他4名

若林
他4名 100%

6 FC Cerveja 林田 志水 1 志水 志水 志水 志水 志水 志水 志水 77%

7 Alegria 川﨑 川﨑 3 川﨑 川﨑 川﨑 川﨑 川﨑
川﨑
山中

川﨑 川﨑 川﨑 川﨑 100%

8 リベルテ・リポッセ 木下 3 木下 木下 木下 木下 木下 木下 木下 69%

9 Yosse.F.C 神吉 3 伊佐 伊佐 31%

10 ボアソルチ 和住 和住 1 和住 和住 和住 和住 和住 和住 和住 和住 和住 92%

出席率（ａ／10） 7 8 30 6 9 8 9 9 9 8 8 7 4 78%

２部リーグ

4/28 5/19
総会

5/31
6/30 7/28 8/25 9/29 10/27 11/24 12/15 1/26 2/23 3/29 合計

1 ダイナミックス 広谷 広谷 2 広谷 広谷 永山 広谷 永山 西村 西村 西村 西村 92%

2 Gambler 中村 中村 1 近田 中村 中村 中村
近田
中村

近田
近田
中村

中村 85%

3 KASHIYA FC 佐藤 佐藤 1 佐藤 佐藤 渡邊 渡邊 渡邊 佐藤 69%

4 サウスマン
荒川
和田

和田 1 荒川 和田 和田 和田 荒川 和田 和田 和田 和田 和田 100%

5 ガナンシア 島村 島村 1 島村 島村
島村
ﾊﾘｵ

島村 島村
芦塚
島村

島村 島村 島村 92%

6 FC BOZ 小林 3 藤野 小林 小林 38%

7 東淡路FC
篠原
玉木

玉木 1 勝田 玉木 勝田 勝田 勝田 玉木 玉木 勝田 勝田 玉木 100%

8 NCS FC 川見 1 川見 川見 川見 川見 川見 川見 川見 津野 川見 85%

9 パープルサンバ 藤井 藤井 1 藤井 藤井 藤井 藤井 藤井 藤井 藤井 藤井 85%

10 アスナロFC 坂本 1 坂本 坂本 坂本 坂本 坂本 坂本 坂本 坂本 77%

11 藤工クラブ 澤田 澤田 1 澤田 澤田 澤田 澤田 澤田 澤田 澤田 澤田 85%

12 agirita 小玉 小玉 7 小玉
小玉
大内

小玉
小玉
大内

小玉
染矢

小玉
大内

小玉
小玉
他2名

小玉
大内

大内
他2名 100%

13 FC Fortis 大西 安井 奥野 生田 大西 橋脇 池内 池内 池内 69%

出席率（ａ／13） 10 13 21 11 11 12 12 8 10 9 10 12 10 83%

３部リーグ
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全体出席率 ＝ 82％ 

4/28 5/19
総会

5/31
6/30 7/28 8/25 9/29 10/27 11/24 12/15 1/26 2/23 3/29 合計

1 ビルドアップ 石原 新井 新井 新井 新井 新井 新井 新井 新井 新井 77%

2 セントラルSC 渡邉 渡邉 1 渡邉 渡邉 渡邉 渡邉 渡邉 中川 渡邉 渡邉 渡邉 中川 100%

3 セレソン 佐藤 佐藤 1 佐藤 佐藤 佐藤 佐藤 佐藤 佐藤 佐藤 佐藤 佐藤 佐藤 100%

4 FC FLAT 富田 富田 1 富田 富田 富田 富田 富田 富田 富田 77%

5 Q 佐々木 古谷 1 古谷 古谷 古谷 佐々木 佐々木 古谷 佐々木 古谷 85%

6 FAKE 金光 馬場 1 松谷 金光 上川 馬場 松谷 金光 馬場 上川 松谷 92%

7 GAVI di GAVI 綛元 1 綛元 綛元 綛元 綛元 綛元 綛元 綛元 綛元 77%

8 COPU COLMHA 泉 泉 1 泉 泉 泉 泉 泉 泉 泉 泉 梅崎 92%

9 リアルFC 広谷 広谷 1 広谷 広谷 広谷 広谷 広谷 広谷 広谷 広谷 広谷 広谷 100%

10 ケンショウFC 松井 松井 2 松井 坂上 坂上 松井 松井 62%

11 Piroty35 中村 松村 3 原 西尾 米良 西尾 畑山 奈良 奈良 西尾 奈良
西尾
松谷 100%

出席率（ａ／11） 11 9 10 10 7 11 8 10 9 9 10 10 11 87%

Ｍ-３５部リーグ

4/28 5/19
総会

5/31
6/30 7/28 8/25 9/29 10/27 11/24 12/15 1/26 2/23 3/29 合計

1 FC El Salvador 田村 1 田村 田村 31%

2 FC SMAP 津田 津田 1 津田 津田 津田 津田 津田 津田 津田 津田 85%

3 ESPERANCA
杉野
西川

西川 1 杉野
杉野
西川

杉野
西川

杉野
杉野
西川

杉野 杉野
杉野
西川

杉野 92%

4 アミスターデ 中島 1 中島 中島 中島 中島 中島 中島 中島 69%

5 マンゲイラ 吉野 吉野 吉野 吉野 吉野 吉野 吉野 吉野 桜木 69%

6 エクセンフットボールクラブ 高見沢 中西 中西 高見沢 高見沢 高見沢 高見沢 中西 高見沢 中西 高見沢 高見沢 92%

7 ASPAZIO
上田
嶺倉

上田 2 上田 嶺倉 嶺倉 嶺倉 上田 上田 嶺倉 上田 上田 嶺倉 100%

8 OSAKA3710 山本 山本 3 神田 神田 山本 福地 福地 山本 69%

9 カイザーSC 1 田中 田中 田中 田中 田中 田中 54%

10 瞬火蹴倒
櫻井
北城

櫻井
北城

1
北城
梅咲

櫻井 北城 北城 櫻井 櫻井
櫻井
北城

北城 櫻井 北城 100%

11 桜丘FC 大塚 大塚 大塚 大塚 31%

12 帝陵ミドルクラブ 福井 1 福井 森田 村井 日下 松田 54%

出席率（ａ／12） 10 9 12 8 8 11 10 6 8 8 8 7 8 71%

Ｍ-４０部リーグ

4/28 5/19
総会

5/31
6/30 7/28 8/25 9/29 10/27 11/24 12/15 1/26 2/23 3/29 合計

1 FCシーガルズ 濱田 2 佐藤 佐藤 佐藤 佐藤 佐藤 佐藤 佐藤 濱田 佐藤 85%

2 大阪FC 浅野 浅野 4
浅野
村上

浅野 浅野 東山 浅野 浅野 浅野 浅野 浅野 92%

3 パリワール 永井 1 永井 永井 永井 38%

4 帝陵シニアクラブ 福井 福井 1 福井 福井 福井 福井 福井 福井 福井 福井 85%

5 岩田FC 曽賀 曽賀 3 曽賀 曽賀 曽賀 曽賀 曽賀 曽賀 曽賀 77%

6 大阪SCDETTO 神谷 岩村 1 神谷 神谷 神谷 神谷 神谷 神谷 神谷 神谷 神谷 92%

7 JAM KIDS 清水 清水 1 清水 清水 清水 清水 清水 清水 清水 清水 清水 清水 100%

8 尚和クラブ 内田 内田 1 内田
内田
東山

内田
東山

内田
東山

内田
東山

内田 東山
内田
東山

内田
東山

内田 100%

9 KSC 西村 府高 吉原 卯図 浜島 丸山 田中 海寳 海寳 吉原 77%

10 フットルース 野口 野口 2 野口 野口 中村 中村 中村 中村 中村 中村 中村 古山 100%

11 SOSクラブ 出口 出口 2
出口
高野

出口
高野

出口 出口 出口 出口
出口
高野

出口 高野 出口 100%

出席率（ａ／11） 10 10 18 9 10 9 10 10 9 8 7 11 10 86%

Ｍ-４５部リーグ
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2015-2016 リーグ戦 勝敗表 
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【得点ランキング】　

順位 得点 ＰＫ 選手名 所属チーム 順位 得点 ＰＫ 選手名 所属チーム

1 13 陶山洋介 Piroty 45 1 森栄和久 HISTORIA

2 9 米良英生司 Piroty 1 高垣瞬 HISTORIA

9 戸田幸大 HISTORIA 1 北本泰三 HISTORIA

4 7 広原常博 1976 FC 1 米村修 HISTORIA

7 中川賢太 ファンタ FC 1 柴崎諒介 1976 FC

6 6 岡田伸幸 ファンタ FC 1 浦央弥 1976 FC

7 5 吉川大輔 Piroty 1 桝井和徳 1976 FC

5 山畑隆一 HISTORIA 1 入木達行 ヘアトニック

5 山本聡隆 1976 FC 1 堀端敦 1976 FC

5 大西亮 selecao 1 田中雅之 ヘアトニック

5 小谷祐樹 empieza 1 丸山孝明 ヘアトニック

5 西森平 Axelle FC 1 奥井健太 ヘアトニック

13 4 横山泰士 ヘアトニック 1 永井尚 selecao

4 津田泰芽 FC free style 1 佐藤一也 selecao

4 村上大地 FC free style 1 上村賢吾 selecao

4 大原健吾 Axelle FC 1 ターヘル・ムハンマド selecao

4 梶山信嗣 FC GAVI 1 河野稔博 selecao

18 3 奈良真一 Piroty 1 吉田直輝 empieza

3 本庄良光 Piroty 1 濱口純慈 FC free style

3 鶴山眞崇 HISTORIA 1 佐々木翔 FC free style

3 田ノ上満 1976 FC 1 高木亮太 FC free style

3 谷拓哉 1976 FC 1 野川裕二 FC free style

3 藤川匡志 ヘアトニック 1 中田幸志 FC free style

3 谷口和之 selecao 1 安達陽章 FC free style

3 堀池克典 selecao 1 中辻雄太 FC free style

3 森山裕之 selecao 1 中村賢和 FC free style

3 堀敦誌 empieza 1 山中淳史 FC free style

3 嶋芳宏 empieza 1 河野一洋 FC free style

3 荒川太助 ファンタ FC 1 小谷利行 FC free style

3 長谷智徳 ファンタ FC 1 下川直希 FC free style

31 2 松村典昭 Piroty 1 大原寿顕 FC free style

2 工藤誉 Piroty 1 佐藤弘行 FC free style

2 坂本勇一 Piroty 1 中村建太 ファンタ FC

2 三井勝一 HISTORIA 1 竹村悟 ファンタ FC

2 藪下潤 HISTORIA 1 岸下真里 ファンタ FC

2 山下健太 HISTORIA 1 福山勇介 ファンタ FC

2 小玉英巳 selecao 1 新島邦彦 ファンタ FC

2 若井翔 empieza 1 勝山大知 Axelle FC

2 保西慶亮 empieza 1 平山慎二 Axelle FC

2 綴木達也 empieza 1 松本賢二 Axelle FC

2 竹田幸司 Axelle FC 1 不明 Axelle FC

2 楠本由昭 Axelle FC 1 奥野里樹 FC GAVI

2 池田智彦 FC GAVI 1 河合優希 FC GAVI

2 松本昌也 FC GAVI 1 大坪裕希 FC GAVI

45 1 増田匠海 Piroty 1 木口康人 FC GAVI

1 秋田猛 Piroty 1 川畑政和 FC GAVI

1 陶山晋作 Piroty 1 OG 1976 FC

1 後藤慧大 Piroty 1 OG empieza

1 三谷英也 Piroty 1 OG FC free style

1 廣田直也 Piroty 1 OG FC GAVI

1 山本大樹 Piroty

1 伊東耕史 HISTORIA 計 226

2015-16 　１部リーグ　個人成績表
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【アシストランキング】

順位 アシスト 選手名 所属チーム 順位 アシスト 選手名 所属チーム

1 7 戸田幸大 HISTORIA 42 1 家元翼 HISTORIA

2 5 岩村将大 empieza 1 風巻肇 HISTORIA

5 永田明人 ファンタ FC 1 李秀成 HISTORIA

5 西森平 Axelle FC 1 米村修 HISTORIA

5 4 小田大貴 Piroty 1 福嶋猛仁 HISTORIA

4 本庄良光 Piroty 1 下田啓太郎 HISTORIA

4 谷拓哉 1976 FC 1 山畑隆一 HISTORIA

4 山本聡隆 1976 FC 1 田ノ上満 1976 FC

9 3 重田慎一 HISTORIA 1 住田星也 1976 FC

3 鶴山眞崇 HISTORIA 1 堀端敦 1976 FC

3 広原常博 1976 FC 1 浦央弥 1976 FC

3 大西亮 selecao 1 丸山孝明 ヘアトニック

3 田沼英治 selecao 1 藤川匡志 ヘアトニック

3 山中淳史 FC free style 1 山田貴之 ヘアトニック

3 古川洋佑 ファンタ FC 1 佐田快晴 ヘアトニック

3 中川賢太 ファンタ FC 1 横山泰士 ヘアトニック

3 平山慎二 Axelle FC 1 田中雅之 ヘアトニック

3 松本昌也 FC GAVI 1 山口大介 selecao

19 2 山本大樹 Piroty 1 小野健二 selecao

2 増田匠海 Piroty 1 小川悠樹 selecao

2 米良英生司 Piroty 1 岩村拓也 selecao

2 松村典昭 Piroty 1 井川大輔 selecao

2 大島達彦 Piroty 1 ターヘル・ムハンマド selecao

2 奈良真一 Piroty 1 村田寛成 empieza

2 陶山洋介 Piroty 1 小谷祐樹 empieza

2 吉川大輔 Piroty 1 桝谷智亮 empieza

2 嶺太勝 Piroty 1 水谷優太 empieza

2 岡崎憲明 HISTORIA 1 池口亨 FC free style

2 岡本夏来 1976 FC 1 高木亮太 FC free style

2 入木達行 ヘアトニック 1 河野一洋 FC free style

2 堀池克典 selecao 1 中田幸志 FC free style

2 堀敦誌 empieza 1 小谷利行 FC free style

2 三浦宏大 empieza 1 小松大輔 FC free style

2 村上大地 FC free style 1 下川直希 FC free style

2 中田幸志 FC free style 1 中村健太 ファンタ FC

2 岡田伸幸 ファンタ FC 1 荒川太助 ファンタ FC

2 長谷智徳 ファンタ FC 1 小川槙也 ファンタ FC

2 川畑政和 Axelle FC 1 古川洋佑 ファンタ FC

2 善家勝彦 Axelle FC 1 井上雅義 Axelle FC

2 木口康人 FC GAVI 1 平田晃 Axelle FC

1 池田智彦 FC GAVI 1 勝山大知 Axelle FC

42 1 秋田猛 Piroty 1 佐野晋吾 Axelle FC

1 後藤慧大 Piroty 1 平田晃 Axelle FC

1 坂本勇一 Piroty 1 小川？ Axelle FC

1 溝手健 Piroty 1 河合優希 FC GAVI

1 瀧田尚人 Piroty 1 田中慶太 FC GAVI

1 河合亮太 HISTORIA 1 関潤一 FC GAVI

1 荒木龍大 HISTORIA

1 笹岡悠生 HISTORIA 計 168

2015-16 　１部リーグ　個人成績表
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【総評】 

昨年に引き続き、１部リーグの「得点王」「アシスト王」の表彰を行いました。 

ホームページのシステムが徐々に本格化して、このような個人戦績も集計できるようになってきました。 

今シーズンは他リーグでも倣ってくれればと思います。 
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最終

【一般の部】 6/7,　6/14,　6/28,　7/5,　7/19, 8/2,　9/6,　9/13,　9/20,　9/27
予選リーグ：3チームずつの7グループによるリーグ戦。６０分ゲーム。各グループ選出チームによる決勝トーナメント。

 ＜予選ブロックリーグ順位決定方法＞
勝点[○(勝)：+3 △（引分）：＋1 ●(負)：±0  □(不戦勝)：+3 ■(不戦敗)-2 □-■のスコアは3-0]
得失、総得点、当該対戦、
警告退場宣告の累積数（警告１、退場２ポイント。但し、試合中の２枚目警告の退場宣告は除く）の少数
抽番の順で順位決定

22 25
3 3

27 3 2 31
1 1

PK4 1 GLAUBEN大阪FC 1
HANGAN.G

0 35 桜丘FC 37 1

23 0 1 26
3 8

28 0 1 32
0 42 1

PK3 1 0
39 40

7 2

24
0

29 0 33
1 3 PK6

3 0

36 38 3 PK5

9 4 3
41

30 34
0 0 3 1 PK0

1 1 PK2

A　２位 Alegria 履正社クラブ

D　１位 SOS
15:30 17:20

B　２位8月2日 14:00 9月6日

GLAUBEN大阪FC G　1位

芦屋
HANGAN.G　１-０　桜丘FC

服部

F　1位
C　１位 Piroty 

9月13日 9月13日
　深北

1976FC
14:00 17:00

12:00 3位決定戦 15:00
9/27　Jグリーン

13:30
15:30

15:00

深北

３-０

C　２位empieza
E　３位 スジャ―タ

17:00 8月2日 8月2日

芦屋芦屋

F　２位 テクニーズ 7月19日

浜寺２

G　２位
10:30 13:30

E　1位深北
9月20日

セレソン

16:00

9月6日 11:30

9/27　Jグリーン

深北 深北

FC　ゴリル

FC free style

深北

D　３位服部
決勝

服部

14:30

B　１位 HISTORIA
9月20日

8月2日
F　３位 FC GAVI

E　２位 リベルテ・リポッセ

A　1位 ONE　WAY

7月19日 8月2日

agirita

15:30

浜寺２ 服部

8月2日

浜寺２ 服部

10:00

帝陵クラブ C　３位
9月13日 9月13日

B　３位

A　３位

G　３位 巷FC
14:00 8月2日

D　２位 HANGAN.G 桜丘FC7月19日

31 0 0

13:00 14:40

服部

決勝トーナメント
６０分ゲーム、同点のときはPK

服部

9月6日
Piroty 優勝

1

21 FC　ゴリル
6/28
鶴見 ３□０

7/5
服部 ０■３ ☆ 21

7/5
服部 ３□０ 43 1

1 0 3

1

3

20 GLAUBEN大阪FC
6/7
服部 １●２ ☆ 1 0 2

２○１
6/28
鶴見 ０■３

2

19 巷FC ☆
6/7
服部 1 1

順位失点 得失差

-2 0

負 引

1 0 2 4

0 1

得点 警告Ｐ勝点 勝抽番 G group 巷FC GLAUBEN大阪FC FC　ゴリル

1

18 テクニーズ
6/28
鶴見 ３●４

7/5
服部

4 2

21 0 5 5

1 0

16 FC GAVI

２○１ ☆

3 1
7/5
服部 １●２

3 1

3-2 04 6

17 1976FC
6/7
服部 ３□０

6/28
鶴見

0

０■３ 1 1 1 0

☆ 2

４○３☆
6/7
服部

2

抽番 F group FC GAVI 1976FC テクニーズ 順位警告Ｐ

4

失点

0 2

負 引

1

得点 得失差

5

1△1 ☆ 0 02 0 1

勝点 勝

1

15 リベルテ・リポッセ
6/28
鶴見 ０△０

7/5
服部

7/5
服部 1△1 6 14 1 0 1

1 0 0 5０△０

14 セレソン
6/7
服部 ５○０ ☆

6/28
鶴見

勝 順位

13 スジャ―タ ☆
6/7
服部 ０●５ 1 1 3

0

得失差 警告Ｐ得点 失点

2 -2

-5 0

リベルテ・リポッセ

0

負 引

0☆ 2 00

勝点抽番 E group スジャ―タ セレソン

2

12 FC free style
6/14
J堺 ０●１

7/5
服部

1 3

3０●１

順位

10 SOS ☆
6/7
服部 ０△０

11 HANGAN.G
6/7
服部 ０△０ ☆

１〇０ 1

7/5
服部 １〇０ 1 00 14 1

6/14
J堺 4 1

得点 失点負 引

1 01 00 1

1

抽番 D group SOS HANGAN.G FC free style 勝点 勝 得失差 警告Ｐ

0 0 6 0

6 3

6 1

3 1 2

9 Piroty 
6/14
J堺 ４○０

6/28
鶴見 2○0 ☆

6/28
鶴見 0●２ 1 03 1

6 2

-9 01 10 3

8 empieza
6/7
服部 ６○１ ☆

7 帝陵クラブ ☆
6/7
服部

Piroty 

１●６

抽番 Ｃ group 帝陵クラブ enpieza

0 0 2 0
6/14
J堺 ０●４

-6 0

負 引 得点 失点 得失差 順位警告Ｐ

4 1 1 1 2

勝勝点

3

6 履正社クラブ
6/14
J堺 １△１

6/28
鶴見

6/28
鶴見 １●２

0 1

5 3

0 0 2 0

0 14 1 6 1

3 2

1 7☆

6/14
J堺 １△１

2○１ ☆

5 agirita
6/7
服部 ０●５

0

順位

4 HISTORIA ☆
6/7
服部 ５○０

得点 失点

1

☆ 2 0 -6

得失差 警告Ｐ履正社クラブ

0

負 引

0 0

勝点 勝

3 桜丘FC
6/14
J堺 ０●２

抽番 Ｂ group HISTORIA agirita

☆ 2 0

36

1 0 2

6/28
鶴見 ０●４

2 Alegria
6/7
服部 ０●２

順位

1 ONE　WAY ☆
6/7
服部 ２〇０ 1

負 引

6

6/28
鶴見 ４〇０ 4 23 1

得失差 警告Ｐ

4 02
6/14
J堺 ２〇０ 0 0 4

抽番 A group ONE　WAY Alegria 桜丘FC 勝点

準優勝

第３位
第４位

新日本スポーツ連盟 第5２回 大阪スポーツ祭典 サッカー大会
４２Ｇ

勝

0

得点 失点



NJSF-OFA - 19 - 

16Ｇ

抽番 壁ドン、顔ドン テクニーズ 大阪ＦＣ ケンショ ウ 順位

A E I
3○1 2○0 3○0

A K G
1●3 3○0 4○0

E K B
0●2 0●3 1●2

I G B
0●3 0●4 2○1

抽番 ＦＬＡＴ シャーマン 3710 ＳＭＡＰ 順位

C F J
4○0 2○1 2△2

C L H
0●4 0△0 2△2

F L D
1●2 0△0 0●3

J H D
2△2 2△2 3○0

A 9:00 3-1

B 10:20 1-2

Ｃ 16:30 4-0

Ｄ 18:00 0-3

E 12:00

Ｆ 13:00 2-1

Ｇ 14:30 4-0

Ｍ 12:00 2-1

Ｎ 13:20 1-2

0

2
2

1 2

1
0

2

テクニーズ

ＦＬＡＴ
ＳＭＡＰ

予選リーグ(３０分ハーフ）

5⑧

⑦ 3710 2

⑥ シャーマン

ＳＭＡＰ

☆

0

0

1 0

1

☆

1

引き分け

1

7

得点

0

1

1 1

2

1

2

新日本スポーツ連盟 第5２回 大阪スポーツ祭典 サッカー大会

【Ⅿ40の部】 2015年、6/14,  6/21,　 7/5, 7/19、 8/9,  9/20,  9/27

予選リーグ：４チームずつの２グループによるリーグ戦。準決勝、３決、決勝 最終

2

0

＜予選ブロックリーグ順位決定方法＞
60分試合、勝点｛○(勝)：+3 △（引分）：＋1 ●(負)：±0  □(不戦勝)：+3 ■(不戦敗)-2 □-■のスコア
は3-0｝、得失差、総得点数、当該対戦、警告退場宣告の累積数（警告１、退場２ポイント。但し、試合中の２枚
目警告の退場宣告は除く）の少数、抽番の順で順位決定

Ａ　ブロック 得失差

1

警告P失点勝ち点引き分け

1

1 7

9 8
壁ドン、顔ドン、

ひろしドゥーン！

1

☆

2

得点勝 負

0 0 07

1 -68

① 3

② テクニーズ ☆

0 3

225

4

0 6

0

3

4

－6

8

0

⑤

Ｂ　ブロック 得失差

5ＦＬＡＴ ☆

勝

2 8 3

④ 3ケンショウ

大阪ＦＣ ☆③

☆ 2

23

失点

2

0

－4

-46

警告P

0

☆ 2

2

5

4

６月１４日（日）Jグリーン堺　S

3

0 4

7

2

ＦＬＡＴ

2-210:50

12:10

テクニーズ

６月２１日（日）服部緑地人工芝

シャーマン ＦＬＡＴ

壁ドン、顔ドン、ひろしドゥーン！

Ⅰ

８月９日（日）富田林総合ｽﾎﾟｰﾂ公園　A面

3-0

シャーマンＨ

大阪ＦＣ ケンショウ

3710 テクニーズＫ 11:30

Ｌ

７月５日（日）西猪名公園

ＳＭＡＰ

７月５日（日）服部緑地人工芝
壁ドン、顔ドン、ひろしドゥーン！ 大阪ＦＣ

ＦＬＡＴ 3710

壁ドン、顔ドン、ひろしドゥーン！ 0-2ＳＭＡＰ

３決・決勝　９月２７日（日）　Jグリーン堺　S

Ｏ３決

準決勝　　９月６日（日）服部緑地人工芝

ケンショウ

決勝トーナメント（３０分ハーフ）

テクニーズ

11:00

Ｐ決勝

ＳＭＡＰ ＦＬＡＴ

７月２６日（日）久宝寺緑地

ＳＭＡＰ
壁ドン、顔ドン、ひろしドゥーン！

13:00 シャーマン 0-0 3710

大阪ＦＣ3-0

負

1-1Ｊ 10:00

勝ち点

ケンショウ

ＳＭＡＰ

ＦＬＡＴ

2-0

ＳＭＡＰ

テクニーズ

３決

12:30 壁ドン、顔ドン、ひろしドゥーン！ＦＬＡＴ テクニーズ

優勝
壁ドン、顔ドン、

ひろしドゥーン！

ＳＭＡＰ

Ａ１位

Ｂ１位 ＦＬＡＴ

壁ドン、顔ドン、

ひろしドゥーン！

Ｂ２位

優勝

準優勝

第３位

第４位

壁ドン、顔ドン、ひろしドゥーン！Ａ２位 テクニーズ
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福島邦夫

田中正朗 岡崎光裕

小林義寛

石坂恭裕 出口敏昭 酒井 清水大輔 山田淳 長谷川 裏住

和久省三 片野成基 若原 山本 川口満 橋本裕史

大 阪 府 Piroty 2014年度Ⅰ部リーグ優勝
和歌山県 和歌山選抜 主催者が認めたチーム

兵 庫 県 トーカロFC 2014年度　１部リーグ優勝

8:30 役員　　　要員　　　審判員 集合 ⇒ 準備

9:10
キャプテン
会 議

会議 各チーム１人　審判員　運営大会運営側

9:20～

大 会 挨拶         田中正朗　　　兵庫県サッカー協議会　　運営委員長

9:35

審 判 注意 　　　　石坂恭裕恭裕　　　兵庫県サッカ-協議会　　審判インストラクタ-審判部長

10:00 第１試合～

11:10 主審 山田淳 副審 出口敏昭 副審 石坂恭裕 予備審 大藪

11:30 第２試合～

12:40 主審 大藪 副審 西村民夫 副審 裏住 予備審 田中正朗

13:00 第３試合～

14:10 主審 清水大輔 副審 田中正朗 副審 長谷川直矢 予備審 出口敏昭

14:15 閉会式 表 彰 式 　　　　田中 正朗　　　兵庫県サッカー協議会 運営委員長～

閉 会 挨拶 〃

15:00～
交流試合　

16:40  

14:25　～ 要員 後片付け ⇒ 解散

Piroty
和歌山
選抜

FC
トーカロ

勝
点

得
点

失
点

得
失

順
位

○5-2 ○4-0 6 9 2 7 1

×2-5 ×3-4 0 5 9 -4 3

×0-4 ○4-3 3 4 7 -3 2

※勝点制　　　○　勝　…　３点　　●　負　…　０点　　△　引　…　１点

副 運 営 委 員 長

大 会 会 長

運 営 委 員 長

審 判 部 長

FCトーカロ

リーグ戦表

第36回　全国選抜サッカー 関西大会　役員体制及び日程表

平成27年6月7日

Piroty

和歌山選抜

運 営 委 員

審 判 員

参 加 チ ー ム

Piroty 5対2 和歌山選抜

4対0 トーカロＦＣPiroty

兵庫マスターズ白 対　　　対　　　　　　兵庫マスターズ青

FCトーカロ 4対3 和歌山選抜
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開会式 9:10

試合 キックオフ

S9　ピッチ 兵庫スポ祭1位 大阪スポ祭2位

9:30 ぎゃーとるず GLAUBEN大阪FC

S10　ピッチ 大阪スポ祭1位 兵庫スポ祭2位

9:30 Piroty KingPooh

S10　ピッチ

11:30

1.

2.

4.

6.

7.

8.

＜総評＞

心配された雨も試合開始時には予報通りにあがり、多少ピッチがスリッピーだったかもしれな
いが、絶好のサッカー日和のうちに始まった。
出場４チームは西日本のTOPチームに相応しく、３ゲームともクリーンでレベルの高い試合で
した。また審判も全てＢ級で揃え、NJSF-NFAの最高レベルの大会ができたと自負いたしま
す。
優勝した大阪代表のPirotyは無失点で切り抜けたので、この勢いのままFainal Cupも制してほ
しいと願います。
最後に本部係、審判団の方々に御礼申し上げます。ありがとうございました。

優勝チームは。12月1３日千葉：福田電子スクエアで開催のFainal Cup大会に出場。

大会中、警告2枚の累積、または退場で次試合（ファイナル大会）出場停止。悪質なものは別途処分。

同点の場合はPK戦で勝敗を決定する。

試合開始時8名未満は不戦敗とする。

ユニフォーム（シャツ・パンツ・ストッキング）の色は同色を基本とする。

（ゲーム中の交替は５名以内、残り４名はハーフタイム時に交替）

上記組合せにて対戦。

選手は概ね25名の登録で、１試合の交代は9名までとする。

J-GREEN堺　S9　S10

２０15年度　第21回全国競技大会サッカー　West Japan Cup

大会挨拶・諸注意、４チーム全選手

試合結果

11月15日(日)

②

①

4大阪1

対　　　　　戦

- 大阪2

（ワンポイント、ラインの相違は試合前のメンバーチェック時に本部側で判断します）

兵庫20-

5.

3.

0①勝 3

1兵庫1 3

≪競技方法≫　４チームによるトーナメント

-ぎゃーとるず

ゲーム時間は全て60分ゲーム（30分ハーフ）とする。

NewJapanSportsFederation NationalFootballAssociation

②勝③ Piroty 
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2015 年第 21 回全国サッカー大会  FINAL  CUP 

 

12 月 13 日 11：00 キックオフ 

千葉県蘇我 フクダ電子スクエア B面（人口芝） 

 

東日本代表 カメラート（千葉県） 

西日本代表 PIROTY（大阪府） 

試合時間 90 分 

試合結果 カメラート 3:1(1:1)(2:0) PIROTY 

警告、退場者 無し 

 

  

大会責任者     金子 泰夫（新日本スポーツ連盟・千葉県連盟事務局長） 

主 審       石坂 恭裕（兵庫） 

副審１       石嶺 秀賢（千葉） 

副審２       君山 文敏（神奈川） 

第 4の審判員    及川 久男（東京） 

 

9 時くらいから冷たい雨が降り出して、会場のテント設営に時間がかかりました。 

主管地ということで、千葉のチームには会場とテント設営に協力してもらいました。 

開会のあいさつでは、大会責任者の金子千葉県連盟事務局長は、スポーツ連盟はいつでも、どこでも、だれでも

がスポーツを！のスローガンを掲げて活動していること。 

スポーツは平和でなければ出来ない事を伝えて、いま、再び戦争する危惧を感じています。 

いつまでもスポーツが出来るように協力していきましょう。と訴えました。 

 

試合は、PIROTY が押し気味にゲームを進めていましたが、前半 20 分カメラ―ト小菅選手が先制。前半 29 分には

PIROTY 本庄選手の右からの直接フリーキックで得点して試合は振り出しに戻りました。 

後半に入り 13 分、カメラート作田選手の右コーナーキックが雨で濡れたグランドでバウンドしたボールが直接

ゴール。後半 17 分には、ゴール前の混戦からカメラート石川選手が得点し３－１でカメラートがリードの展開

となりました。 

両チームともボールを持った選手へのプレッシャーが早く、少し判断が遅れるとミスパスとかカットされる場面

がありました。タッチラインぎわの攻防でのパス交換は技術が高く見応えがありました。 

優勝は千葉県代表のカメラート。（及川 記） 
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O-40　Aﾌﾞﾛｯｸ

勝点 勝 負 分 得点 失点 差

1 千葉１
キャロル 0 ● 4 0 ● 5 0 0 2 0 0 9 -9

2 神奈川１
Izumi40 4 ○ 0 0 ● 2 3 1 1 0 4 2 2

3 大阪
セレソン 5 ○ 0 2 ○ 0 6 2 0 0 7 0 7

O-40　Bﾌﾞﾛｯｸ

勝点 勝 負 分 得点 失点 差

1 千葉２
FCﾊﾞﾙｻﾝﾚｼﾞｪﾝﾄﾞ 1 ● 2 2 ○ 1 3 1 1 0 3 3 0

2 神奈川２
アグレーブル 2 ○ 1 3 ○ 0 6 2 0 0 5 1 4

3 東京
FCFREEDOM 1 ● 2 0 ● 3 0 0 2 0 1 5 -4

O-40　上位ﾌﾞﾛｯｸ

勝点 勝 負 分 得点 失点 差

1 Aﾌﾞﾛｯｸ1位
セレソン 0 △ 0 1 ● 3 1 0 1 1 1 3 -2

2 Bﾌﾞﾛｯｸ1位
アグレーブル 0 △ 0 2 ○ 0 4 1 0 1 2 0 2

3 2位上位
Izumi40 3 ○ 1 0 ● 2 3 1 1 0 3 3 0

O-40　下位ﾌﾞﾛｯｸ

勝点 勝 負 分 得点 失点 差

1 2位下位
FCﾊﾞﾙｻﾝﾚｼﾞｪﾝﾄﾞ 0 ● 1 0 ● 3 0 0 2 0 0 4 -4

2 Aﾌﾞﾛｯｸ3位
キャロル 1 ○ 0 0 ● 3 3 1 1 0 1 3 -2

3 Bﾌﾞﾛｯｸ3位
FCFREEDOM 3 ○ 0 3 ○ 0 6 2 0 0 6 0 6

2015年度 第31回全国スポーツ祭典
第１9回全国シニアサッカー大会

千葉県成田市 成田中台公園陸上競技場・球技場

優勝 神奈川　アグレーブル

Over40　11月29日(日)2日目　順位決定リーグ

Over40　11月28日(土)初日　予選リーグ

1部 千葉１
キャロル

2部 千葉２
FCﾊﾞﾙｻﾝﾚｼﾞｪﾝﾄﾞ

神奈川２
アグレーブル

東京
FCFREEDOM

大阪
セレソン

2部 2位下位
FCﾊﾞﾙｻﾝﾚｼﾞｪﾝﾄﾞ

Aﾌﾞﾛｯｸ3位
キャロル

Bﾌﾞﾛｯｸ3位
FCFREEDOM

1部 Aﾌﾞﾛｯｸ1位
セレソン

Bﾌﾞﾛｯｸ1位
アグレーブル

2位上位
Izumi40

神奈川１
Izumi40

勝点 勝 負 分 得点 失点 差

1 東京 0
2 神奈川 0
3 大阪１ 0
4 大阪２ 0
5 兵庫 0

勝点 勝 負 分 得点 失点 差

1 東京
ｼﾆｱ50 0 ● 3 3 ○ 2 2 ○ 0 1 △ 1 7 2 1 1 6 6 0

2 神奈川
KanagawaDreams 3 ○ 0 3 ○ 0 2 ○ 1 1 ○ 0 12 4 0 0 9 1 8

3 大阪１
SOS 2 ● 3 0 ● 3 0 ● 2 1 ● 2 1 0 4 0 3 10 -7

4 大阪２
帝陵 0 ● 2 1 ● 2 2 ○ 0 1 △ 1 4 1 2 1 4 5 -1

5 兵庫
マスターズ 1 △ 1 0 ● 1 2 ○ 1 1 △ 1 5 1 1 2 4 4 0

Over50　11月28日(土)29日(日)　リーグ表

Over50　11月28日(土)29日(日)　リーグ表
1部 東京

ｼﾆｱ50
神奈川

KanagawaDrea
大阪１
SOS

大阪２
帝陵

兵庫
マスターズ

②陸上
9:00

②球
11:00

①陸上
15:00

①球
12:00

①陸上
15:00

①球
13:00

②球
9:00

②陸上
11:00

②陸上
13:00

①球
14:00

②陸上
11:00

①球
12:00

①陸上
10:00

①球
14:00

②球
9:00

②球
11:00

①球
13:00

②陸上
9:00

1部 東京 神奈川 大阪１
①陸上
10:00

②陸上
13:00

大阪２ 兵庫
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第20回　Foot a 7大会
2015年11月15日（日）J-GREEN堺：S-10

6チームによる総当たりリーグ戦 20分ゲーム（10分ハーフ）

順位決定方法

勝点[○(勝)：+3 △（引分）：＋1 ●(負)：±0  □(不戦勝)：+3 ■(不戦敗)-2 □-■のスコアは5-0]

得失⇒総得点⇒当該対戦⇒抽番の順で順位決定

勝 得 失 順

点 点 点 位

南 北 北 南 北 1

8 ○ 0 4 ○ 1 5 ○ 1 4 ○ 0 7 ○ 0 位

南 南 南 南 北 2

0 ● 8 2 ○ 1 2 ○ 0 4 ○ 3 2 ○ 1 位

北 南 北 南 北 3

1 ● 4 1 ● 2 0 △ 0 3 ○ 2 3 ○ 2 位

北 南 北 北 北 4

1 ● 5 0 ● 2 0 △ 0 4 ○ 1 0 ● 1 位

南 南 南 北 北 5

0 ● 4 3 ● 4 2 ● 3 1 ● 4 8 ○ 1 位

北 北 北 北 北 6

0 ● 7 1 ● 2 2 ● 3 1 ○ 0 1 ● 8 位

優勝 HISTORIA
準優勝 BOZ

第3位 SOS

FLAT 勝 負 引HISTORIA SOS ガナンシア桜丘 差

HISTORIA
16:00 13:5514:4515:10 13:30

15 5 0 0 28 2 +26

BOZ

SOS
16:00 15:1013:3013:55 14:45

7 2 2 1 8 10 -2 

ガナンシア
13:55 15:10 15:3514:20 13:05

3 1 4 0 5 20 -15 

桜丘
14:45 13:30 15:3513:05 14:20

3 1 4 0 14 16 -2 

BOZ
15:10 13:55 14:2013:0515:35

12 4 1 0 10 13 -3 

FLAT
13:30 14:45 13:0514:20

5 9 -4 
15:35

4 1 3 1F7

F7

F7

F7

F7

F7

第10回　Foot a 7女子大会

7チームによる総当たりリーグ戦 20分ゲーム（10分ハーフ）

順位決定方法

勝点[○(勝)：+3 △（引分）：＋1 ●(負)：±0  □(不戦勝)：+3 ■(不戦敗)-2 □-■のスコアは5-0]

得失⇒総得点⇒当該対戦⇒抽番の順で順位決定

勝 得 失 順

点 点 点 位

南 北 南 南 南 北 1

3 ○ 1 0 ● 1 2 ○ 0 2 ○ 0 11 ○ 0 10 ○ 0 位

南 北 北 南 南 北 2

1 ● 3 2 ○ 0 1 ○ 0 1 △ 1 6 ○ 0 5 ○ 0 位

北 北 北 南 南 北 3

1 ○ 0 0 ● 2 0 ● 1 1 ○ 0 11 ○ 0 8 ○ 0 位

南 北 北 北 南 北 4

0 ● 2 0 ● 1 1 ○ 0 2 ○ 1 2 ○ 0 6 ○ 0 位

南 南 南 北 南 北 5

0 ● 2 1 △ 1 0 ● 1 1 ● 2 4 ○ 1 11 ○ 0 位

南 南 南 南 南 南 6

0 ● 11 0 ● 6 0 ● 11 0 ● 2 1 ● 4 4 ○ 1 位

北 北 北 北 北 南 7

0 ● 10 0 ● 5 0 ● 8 0 ● 6 0 ● 11 1 ● 4 位

優勝 豊津ＦＣ 3年連続4回目

準優勝 大阪女学院Ａ

第3位 帝塚山学院

負 引 差
滝井高校FC 附属高校学院A B C

大阪国際豊津 大阪教育帝塚山大阪女学院 大阪女学院 大阪女学院
勝

4 +7
滝井高校

豊津 11:00 14:0012:0014:30 13:00 15:30
15 5 1 0 28 2 +26

FC

大阪国際 11:00 15:0014:3013:30 12:00

7 +10
附属高校

帝塚山 14:3012:00 13:3011:00 15:30 12:30
12 4 2 0 21 3 +18

学院

大阪教育 15:0014:00 13:3012:30 11:30

11:30
13 4

3 1 17
16:00

7 2

2 0 11
13:00

12 4

1 1 16 4 +12
A

大阪女学院 12:0013:00 11:3015:3015:00 14:00
3 1 5 0 5 35 -30 

B

大阪女学院 13:3014:30 12:3011:00 15:00

6 0 1 44 -43 
C

大阪女学院 13:0015:30 16:0012:3011:30 14:00
0 0

F7L

F7L

F7L

F7L

F7L

F7L

F7L
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第21回　Foot a 7大会
2016年3月20日（日）J-GREEN堺：S-13

4チームずつのグループリーグ(A・B)を行う。各グループの上位2チームが決勝トーナメントに進む。

各グループ下位2チームが順位決定戦に進む

決勝トーナメントは3位決定戦・決勝のみPK戦有り(3人制。以降サドンデス)

順位決定戦での引き分けの場合は予選成績上位チームの勝ちとする

勝 得 失 順 勝 得 失 順

点 点 点 位 点 点 点 位

北 北 北 1 南 南 北 1

2 △ 2 1 ○ 0 5 ○ 0 位 3 ○ 1 1 ○ 0 6 ○ 1 位

北 南 南 2 南 南 北 2

2 △ 2 3 ○ 0 0 △ 0 位 1 ● 3 2 ○ 0 3 ○ 0 位

北 南 南 4 南 南 北 3

0 ● 1 0 ● 3 0 ● 1 位 0 ● 1 0 ● 2 3 ○ 0 位

北 南 南 3 北 北 北 4

0 ● 5 0 △ 0 1 ○ 0 位 1 ● 6 0 ● 3 0 ● 3 位

1

1 1

1

下位　トーナメント

0

0 4

4

group ソン リコシア FC

ソン

負 引 差負 引 差
B K2NJ

group ALSOKSF ベン 丘

グラウ 桜
勝

A セレ プッブガナン 大阪
勝

0 3 0 1

0 10

12 -11
K2 14:25 13:25 12:55

0
ALSOK

0 3 0 0 5 -5 
プッブ 13:55 12:55 11:55

0
リコ

シア

3 0
セレ 13:5511:55 12:55

7 2 8
NJ 14:2512:25 13:25

9
SF

2 0 1 8 2 +6

FC

2 1 0 6 3 3
グラウ 13:2512:25 14:25

6
ベン

1 0 2 5 2 +3
ガナン 11:55 12:55 13:55

5

決勝　トーナメント

1 2 0 3 3 0
桜 12:5513:25 14:25

3
丘

1 1 1 1 5 -4 
大阪 12:55 11:5513:55

4

優勝

A 1
ガナンシア

1 B

1位 1位
セレソン NJSF NJSF

⑦
⑧ 決定戦

B 16:25 A

15:25 ③ ④ 15:25 16:25
3位

セレソン

A 1 4 B

3位 3位

2位 1 2 2位
グラウベン大阪 ガナンシア

4位 2 1 4位

⑤
⑥ 決定戦

B 15:55 A

14:55 ① ② 14:55 15:55
7・8位

大阪FC

プッブリコ

桜丘FC

プッブリコ

大阪FC

K2 ALSOK

PK2-3

6 PK 7

PK8-7

21

21

21

21 21

21

21

21

第11回　Foot a 7女子大会

2016年3月20日（日）J-GREEN堺：S-13

5チームによる総当たりリーグ戦 20分ゲーム（10分ハーフ）

順位決定方法

勝点[○(勝)：+3 △（引分）：＋1 ●(負)：±0  □(不戦勝)：+3 ■(不戦敗)-2 □-■のスコアは5-0]

得失⇒総得点⇒当該対戦⇒抽番の順で順位決定

勝 得 失 順

点 点 点 位

南 南 南 南 1

1 ○ 0 0 △ 0 0 △ 0 5 ○ 0 位

南 北 北 北 2

0 ● 1 1 △ 1 2 ○ 0 2 ○ 0 位

南 北 北 南 3

0 △ 0 1 △ 1 0 △ 0 2 ○ 0 位

南 北 北 北 4

0 △ 0 0 ● 2 0 △ 0 1 △ 1 位

南 北 南 北 5

0 ● 5 0 ● 2 0 ● 2 1 △ 1 位
-9 

大阪女学院 10:55 9:55 11:25 9:30
1

B
0 2 1 1 10

-2 
帝塚山 9:55 11:25 10:25 9:30

2
学院

0 1 2 1 3

+2
大阪国際 9:30 10:55 10:25 11:25

5
滝井高校

1 0 2 3 1

+3
大阪女学院 10:25 10:55 11:25 9:55

7
A

2 0 1 5 2

+6
大阪教育 10:25 9:30 9:55 10:55

8
附属高校

2 0 2 6 0

勝 負 引 差
附属高校 A 滝井高校 学院 B

大阪教育 大阪女学院 大阪国際 帝塚山 大阪女学院

F7L

F7L

F7L

F7L

F7L
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3 5

0 0 3 2 0 5
(PK2)

(PK3)

0 0

4 2

0 5
2 6

5 2

1 0

0 2
1 1

0(PK3) 0(PK4)

4 3
1 0

1 兵庫主催 1
大阪主催

記号 KO

① 10:00 △ 0 - 0 △

② 11:30 ● 0 - 5 ○

③ 13:00 ● 2 - 5 ○

④ 14:30 ○ 6 - 2 ●

⑤ 10:00 ○ 3 - 0 ●

⑥ 11:30 ○ 5 - 0 ●

あ 13:00 △ 1 - 1 △

い 14:30 ○ 4 - 1 ●

う 10:00 ● 0 - 1 ○

え 11:30 ○ 3 - 1 ●

⑦ 9:30 ○ 3 - 0 ●

⑧ 11:00 ● 2 - 5 ○

お 12:30 ● 0 - 1 ○

か 14:00 ○ 2 - 0 ●

⑨ 14:00 ○ 4 - 2 ●

き 15:30 ● 0(PK3) - 0(PK4) ○

※ 3/6 第１試合のボールボーイ：お勝者より３名選出

第２試合のボールボーイ：⑦勝者より３名選出

兵庫マスターズ

ガナンシア

かお

SMAP
40部3位

サウスマン

45部1位45部2位

兵庫和歌山

えい

シーガルズ

大阪２部１位

大阪３５部１位

兵庫１部１位

⑤ ⑥

Piroty

グラウベン大阪
大阪３部３位

KingPooh トーカロFC

ファンタ Axelle

優勝

Piroty

②

③ ④

①

12/13(日) 西猪名

トーカロFC

12/6(日) 舞洲Ｂ HISTORIA

12/13(日) 西猪名

KingPooh

12/6(日) 舞洲Ｂ Piroty

11/29(日) ユニバー補助 Axelle

11/29(日) ユニバー補助

11/29(日)

SMAP

エスペランサ

3/6(日) 長居第二 大阪FC SMAP

3/6(日) 長居第二 Piroty Axelle 主：Ｂ級、副：か勝者

主：Ｂ級、副：⑧勝者

2/28(日) Ｊ堺S13

2/28(日) Ｊ堺S13 大阪FC

シーガルズ

エスペランサ

SMAP

エスペランサ

2/28(日) Ｊ堺S13

2/28(日) Ｊ堺S13

グラウベン大阪

兵庫マスターズ

ガナンシア

Axelle

セレソン

シーガルズ 兵庫マスターズ

ガナンシア SMAP

セレソン

Axelle

Piroty

HISTORIA

12/6(日) 舞洲Ｂ 大阪FC 和歌山シニア

12/6(日) 舞洲Ｂ

セレソン

HISTORIA

Piroty

大阪FCサウスマン エスペランサ

KingPooh

⑦ ⑧

グラウベン大阪

ビルドアップ

セレソン

Cerveja

ファンタ

4部2位

う

大阪２部２位

2015-2016 関西 LOREN CUP

セレソン ビルドアップ

和歌山シニア

大阪FC

エスペランサ
優勝

SMAP

⑨

き

2015-2016 阪神 CHAMPIONS CUP

審判

グラウベン大阪

Cerveja

ビルドアップ

試合日 場所

40部2位

ユニバー補助

11/29(日) ユニバー補助

4部1位

HISTORIA

あ

Cerveja

大阪１部２位

大阪３部２位

大阪３５部３位

兵庫１部２位

大阪１部１位
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いつでもどこでもだれでもそしていつまでも。 

NJSF-OFA には、この素晴らしいモットーがあります。 

 

『いつでも』 

サッカーは晴でも雨が降っていてもできるスポーツです。しかし世界のリーグには「シーズン」という

縛りがあり、試合のない期間があります。片や OFA では、年がら年中サッカーを楽しんでいます。裏

を返せば止めてしまうと転けてしまう自転車操業という事でもありますが、、、(笑) 

 

『どこでも』 

大阪府下、またはその周辺。時には地方への遠征もあります。ボールを蹴る事のできる広場があれば、

どこでもサッカーを楽しんでいます。これも裏を返せば、専用グランドがないからかも知れません

が、、、（笑） 

 

『だれでも』 

加盟するチーム、個人に制約なんか設けていません。来る者は拒まず、そして去る者も追わずで門戸は

いつも開け放っています。俗にいう懐が甘い、、、（笑） 

 

『そしていつまでも』 

シニアリーグを立ち上げたのはいつだったかすら忘れてしまった。あるメンバーの一人が、「こんな歳

までサッカー楽しませてくれるのはスポ連のおかげです！」と言ってくれたのは忘れられません。 

 

この素晴らしいモットー。 

簡単なようで維持、実践していくのは中々難しい。 

毎年色んな問題が起きています。 

そんな時でも、この素晴らしいモットーを共有できる仲間が居るから問題解決もなんなくできていると

痛感しています。 

 

ここまで記すと一見、「なんかええ感じやん！」と思われますが、現状に満足しているようでは進歩は

望めません。 

そして NJSF-OFA の運営には「これが正解！」という答えも存在しません。 

昨日より今日。今日より明日。 

問題定義して、それらを解決していく過程に『進歩』が見つかるはずです！！ 

 

 

 

 

 
 

2016.05.29       

新日本スポーツ連盟大阪府サッカー協議会       

植山良和         

  

第２試合のボールボーイ：⑦勝者より３名選出

第 36 期（2015 年度）活動総括・第 37 期（2016 年度）展望 
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月 日

4月

日

5月 27日

5月 29日

29日

31日～6/6

6月 5日

6月 5日～

7月 10日

10月 2日(予定)

11月 11日(予定)

27日(予定)

26,27日

12月 3,4日

1月

29日

2月 26日

3月 5日

5日(予定)

初旬

中旬

4月

5月

2016-2017 リーグ戦 終了

舞洲運動場・鶴見緑地運動場・西猪名公園・J-GRREN堺 他

大阪府連盟種目代表者会議（大阪府連盟事務所）

2017年度年間予約グランド申込み

新規加盟案内準備・募集

第31回全国スポーツ祭典サッカー大会（兵庫：淡路島佐野運動公園）

2016-2017 阪神CHAMPIONS CUP・LOREN CUP開始

ブロック別企画大会（１～３月）

2017年

第37期　2016年度　活動予定

内容

全国サッカー協議会運営委員会（関東開催）

第50回大阪府連盟定期総会・50周年記念レセプション

第53回大阪スポーツ祭典サッカー大会：M40・M50決勝（服部人工芝）

第20回全国サッカーシニア大会（宮城：宮城スタジアム・補助競技場）

第53回大阪スポーツ祭典サッカー大会開始（6～11月）

第37回定期総会　資料作成（大阪府連盟事務所）

Ｃ級審判資格取得講習会　（アネックスパル法円坂：なにわのみやホール）

舞洲運動場・服部緑地・浜寺公園・鶴見緑地・久宝寺緑地・西猪名公園

2016年

第52回大阪スポーツ祭典サッカー大会　実行委員会（準備会議:大阪府連盟事務所）

大会期間中の派遣審判はＣ級審判更新研修会を兼ねる

服部緑地・深北緑地・富田林総合スポーツ公園・鶴見緑地・舞洲運動場・西猪名公園・J-GREEN堺 他

NewJapanSportsFederation OsakaFootballAssociation

第35回全国サッカー協議会定期総会（大阪：江坂サニーストンホテル）

プレーオフ・入れ替え戦実施

府連盟主催フルマラソン大会要員派遣（長居公園）

第38回定期総会

新日本スポーツ連盟　大阪府連盟サッカー協議会

2017-2018 リーグ戦 開始

新規加盟説明会

第37回定期総会　（アネックスパル法円坂：なにわのみやホール）

J-GREEN堺・深北緑地・長居公園・南津守さくら公園　他

2016-2017 リーグ戦 開始　（6リーグ：68チーム）

第37回全国選抜サッカー関西大会（兵庫県三木防災公園）

第53回大阪スポーツ祭典サッカー大会：一般の部決勝（ヤンマーフィールド）

FSGT Foot a 7世界大会inフランス
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2016-2017リーグ編成 一般35 シニア34 計69
1 部 35 部

1 1部 1位 1976 FC 1 35部 1位 セントラル
2 1部 2位 Piroty 2 35部 2位 Q
3 1部 3位 HISTORIA 3 35部 3位 セレソン
4 1部 4位 Axelle FC 4 35部 4位 ビルドアップ
5 1部 5位 ファンタ 5 35部 6位 FAKE
6 1部 6位 selecao 6 35部 7位 FC FLAT
7 1部 7位 empieza 7 35部 8位 コパ コルモハ
8 1部 8位 FC free style 8 35部 9位 FC GAVI di GAVI
9 2部 1位 GLAUBEN大阪 9 35部 10位 リアル FC

10 2部 2位 FC SCUDETTO 10 35部 11位 ケンショウ
11 新 規 FCN

2 部 40 部
1 1部 9位 FC GAVI 1 40部 1位 桜丘
2 1部 10位 ヘアトニック 2 40部 3位 カイザーSC
3 2部 4位 スジャータ 3 40部 4位 帝陵ミドル
4 2部 7位 Alegria 4 40部 5位 エクセン
5 2部 8位 帝陵クラブ 5 40部 6位 アミスターデ
6 2部 9位 畷FC 6 40部 7位 OSAKA3710
7 3部 1位 KASHIYA FC 7 40部 8位 マンゲイラ
8 3部 2位 agiｌita 8 40部 9位 ESPERANCA
9 3部 3位 FC Fortis 9 40部 10位 瞬火蹴倒

10 3部 4位 ダイナミックス 10 40部 11位 ASPAZIO
11 3部 5位 サウスマン 11 新 規 NASSO高石

3 部 45 部
1 3部 6位 ガナンシア 1 45部 1位 シーガルズ
2 3部 8位 パープルサンバ 2 45部 2位 パリワール
3 3部 9位 東淡路FC 3 45部 3位 大阪FC
4 3部 10位 NCS 4 45部 4位 岩田FC
5 3部 11位 Gambler 5 45部 5位 フットルース
6 3部 12位 アスナロ FC 6 45部 6位 帝陵シニア
7 35部 5位 roots52 7 45部 7位 KSC
8 新 規 SOS FC 8 45部 8位 大阪SCDETTO
9 新 規 OB boys 9 45部 9位 尚和クラブ

10 新 規 ゴラッソ大阪 10 45部 10位 SOSクラブ
11 新 規 パッサロ 11 45部 11位 JAM KIDS
12 新 規 RESACA 12 40部 2位 FC SMILE
13 新 規 WKK
14 新 規 とよのん 退 会

1 2部 3位 Yosse.F.C
2 2部 5位 ボアソルチ
3 2部 6位 Cerveja
4 2部 10位 リベルテ・リポッセ
5 3部 7位 FC BOZ
6 3部 13位 藤工クラブ
7 40部 12位 FC El Salvador
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2016 年度リーグ戦 実施要項 

新 日 本 ス ポ ー ツ 連 盟 大 阪 府 サ ッ カ ー 協 議 会 

N e w J a p a n S p o r t s F e d e r a t i o n  O s a k a F o o t b a l l A s s o c i a t i o n  

★：2015 年度より追加・変更 

１．リーグの設定 

（１）年間(4 月から翌年２月末頃)に各部毎にリーグ戦を行なう。 

（２）上記期間内で行えなかった試合に関しては未消化試合とする。 

    但し、1～2 月で雨天(降雪)中止になった試合に関してのみ３月に再組合せを行えるものとする。 

    （中止報告をしていない場合は不可） 

★（３） 各リーグ・ブロックの編成チーム数は別紙「2016-2017 リーグ編成」による。 

但し、年度途中で新規希望があった場合リーグ戦に影響のない程度追加する。 

 

２．選手登録 

（１）ホームページよりログインし選手登録手続きを行う。 

（２）登録していない選手を出場させる場合、相手チーム・審判・グランド責任者にその旨を伝え 

了承を得なければならない。 

また、次回運営委員会までに登録手続を行わなければならない。 

選手が入会及び脱会したなら、速やかに追加登録及び 

登録抹消(ステータス無効)しなければならない。 

 

★３．シニアリーグのアンダーエイジ枠 

（１）Ｍ３５部 

33 歳以上（今年度中）～34 歳までの選手を 6 名まで試合に出場可能 

又そのアンダー選手枠内（6 名）で 28 歳～32 歳選手の出場を 2 名まで可能とする。 

（２）Ｍ４０部 

   38 歳以上（今年度中）39 歳までの選手を 6 名まで試合に出場可能 

   又そのアンダー選手枠内（6 名）で３3 歳～３7 歳選手の出場を 2 名まで可能とする。 

（３）Ｍ４５部 

   ４3 歳以上（今年度中）44 歳までの選手を 4 名まで試合に出場可能 

   又そのアンダー選手枠内（4 名）で３8 歳～42 歳選手の出場を 2 名まで可能とする。 

（４）上記についてのアンダーエイジの選手の登録数については上限を設けない。 

（５）上記のアンダーエイジ枠は１年ごとに 1 歳繰り上げ 2018 年度以降アンダーエイジ枠を 

撤廃し３５リーグを廃止する。 

（６）相手チームに上記規定に反する選手がいると疑われる場合は、審判を通じて確認を相手チーム

に促し、証明出来るものの提示を求める事ができ、その相手チームはこれに応じなければ不戦敗

扱いとする。 

 

４．勝点及び頂位決定方法 

（１）試合の結果により次の勝点を付加する。 

勝ち○＋3、負け●±0、引き分け△＋1 

不戦勝□＋3（スコア 5－0）、不戦敗■－2（スコア 0－5）、没収負け◆－2（総得点－5） 

（２）リーグ戦終了後前項の勝点の総計により、各ブロック毎に順位を決定する。 

（３）前項により同位チームがある場合は、①得失点差②総得点③対戦試合の勝敗④抽選の順番で

決定する。 
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５．昇格・降格及び来期のリーグ編成 

（１）昇格・降格チーム数は来期の継続・退会及び新規チームの数により常任委員会で決定する。 

（２）上記項目に際し、概ね各ブロックの上位 1 ないし 3 チームは昇格又はプレーオフ・入れ替え戦を行

う。 

（３）上記項目に際し、概ね各ブロックの下位 1 ないし３チームは降格又はプレーオフ・入れ替え戦を行

う。 

（４）Ｍ３５・４０・４５部に関しては、当面昇降格は生じない。 

（５）１部に昇格する権利を有するチームに関しては常任委員会で審議し昇格を認証するか否かを決

定する。 

（６）戦績が上位にも関わらず、下位ブロックへ移行又は既存ブロックで継続することは認めない。 

（７）原則的には今後も同様のブロック編成とする。しかし具体的な提案があれば、リーグ・ブロック数の

変更、または昇降格チーム数に際して（１）～（４）の項目を修正する場合がある。 

 

６．試合組合せの決定 

（１）試合は運営委員会における試合日程にて決定する。 

（２）運営委員会に欠席したチームは自チームの都合で試合を組む権利は認めない。 

（３）会費を期日までに納めていないチームは試合を組めない。 

リーグ戦を消化していた場合は不戦敗扱いとする。 

（４）グランドを確保したチームのみ、予め試合開始時刻を選択できる。 

（５）運営委員会に欠席したチームに対して、出席チームは試合の組合せを予告し、 

議事録ニュースで公示することができる。 

日程・場所・審判・グランド責任に関しては、次回運営委員会で前月の出席チームの都合優先で

決定する。 

欠席によって予告されたチームが次回運営委員会に再び欠席した場合、そのチームは 

その時点で不戦敗扱いとなる。 

また、予告した出席チームが欠席した場合はその組合せは無効となる。尚、該当するチームが所

属するブロックが公示申請しない限り適用されず、結果についても必要とする。 

※欠席チーム同士の組合せも可能。 

（リーグ戦未消化対策のためのやむをえない「予告試合」公示制度） 

予告試合 

会議に２回（２ヶ月）連続して欠席したチームに対しては該当チームに連絡入れる事無く予告試合

を適用する。 

３回目（３ヶ月目）も欠席した場合は不戦敗（０－5 勝点－２）とする。 

（７）組合せ時に決定する『グランド責任者』は、当日の試合遂行のための判断の最終決定者として 

役割をはたすこと。 

 

７．試合の不成立 

（１）試合開始時刻にチームのメンバーが８名に満たない場合は不成立とし、そのチームを不戦敗とす

る。 

（２）不戦試合、没収試合のいずれも得失差は 5－０で勝敗がついたものとする。 

また、両チームが不戦敗、没収負けの得失点は、両チーム－5 とする。 

（３）決められた日程以前に、試合を成立させることが不可能になったチームは、直に試合の相手チー

ム、審判、グランド責任者に必ず連絡をしなければならない。この場合の扱いは、不戦敗とする。尚、

代替チームにより同格のゲーム行なわれた場合はこの限りではない。 

キャンセル 

試合組み合わせ決定後、リーグ戦をキャンセル出来るのは試合日の２週間前までとし、それ以降は

不戦敗とする。 
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但しシーズン内でキャンセルしたチームがグランドを取得（３時間以上で派遣審判を要しない）し再

試合を申し込んだ場合はこれに該当しない。 

リーグ戦キャンセルは１回のみとし以降は不戦敗扱いとする。 

（４）天候及びその他の理由でグランドの使用が不可能となった場合、もしくは該当グランド責任者が中

止と判断した場合は不成立とする。 

  特に「雷」にはより慎重な注意を促してください。 

（５）不可抗力のトラブル・アクシデント等で（１）～（４）に該当する場合、関与したブロック全体で判断し、

特別措置を協議会（常任会議）に申請することができる。その場合、最終的な裁定・決定権は協議

会（常任会議）にある。 

 

８．競技 

（１）競技時間は６０分とする。（ハーフタイムは概ね５分）やむを得ない場合はこの限りでない。 

   1 部ブロックのみ７０分とする。 

（２）選手交代の人数は持に制限を設けない。但し、試合の進行を著しくさ妨げるおそれがある場合は、

主審の判断で制限することもある。常識の範囲内の人数が望ましい。 

（３）試合のボールは両チームが持ちより、主審が決定する。試合中は審判が管理し試合終了後、チー

ムに返還する。 

 

９．グランド設営 

（１）第１試合の両チームは試合開始の最低３０分前に集合し、開始時刻に間に合うようネット・ライン引

き等グランドの設営及び整備を行なわなければならない。 

（２）最終試合の両チームはゴール等を所定の場所に戻し、グランドのトンボ掛け及びその周辺を整備

清掃しなければならない。 

（３）上記（２）の最終確認はグランド責任者が行い、その旨をグランド管理者に報告すること。 

 

１０．試合時間 

（１）決められた時間外で試合を行なってはならない。 

（２）いかなる要因で時間がずれ込んだ場合でも、次の試合開始時間が優先される。 

 

１１．審判 

（１）審判は各チームで担当する。試合日程決定の際、審判担当チームを決定する。 

（２）担当審判員は試合開始最低１５分前にはグランドに待機しなければならない。 

（3）年間１回以上の「派遣審判」を義務付ける。但し、運営に貢献あるいは、積極的に協カしていると

みなされたチームは免除される。なお「派遣審判」を行った者には協議会から手当を支給する。 

（4）主副審共に、同様同色の審判服（シャツ・パンツ・ストッキング）の着用を義務付ける。 

（5）審判服は、審判の機能を果たすものでなければならない。カラー服等で色がプレーヤーと紛らわし

い場合、審判員がサブ審判服に着替えることとする。 

（6）審判員の遅刻及び欠席により、試合（リ—グ戦）が実施できない場合は、その試合をリーグ公式戦

とは認めない。 

上記事項が発生した場合、その審判員の所属するチームの勝点を「-３」とする。 

（7）リーグ戦等の公式戦の審判員は第３のチームが行なうことを原則とする。 

グランド使用時間等の都合で試合のない「第３のチーム」（派遣審判）が審判を行えない場合は、

両チームが充分に納得した上で、当該試合チームのメンバーから審判を行うことを 

特例として認める。 

（8）各チームはＣ級以上の審判員を３名以上有することを義務付ける。 

（9）年度末に（8）の条件を満たしていないチームは成績を抹消する。 

（10）審判資格者は年１回研修会を受講しなければならない。受講しない場合は更新を認めない。 
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１２．罰則 

（１）退場処分を受けた者は、次の１試合には出場できない。 

（２）累積警告２枚で次節出場停止とする。 

  警告・退場者のチェックは各ブロック（総務担当者）が責任を持って行うこと。 

（３）著しく不正な行為をした者は、運営委員会にて別途協議する。 

（４）試合消化の悪いチームは、運営委員会にて別途協議する。 

（５）運営に関して著しく消極的なチームは、運営委員会にて別途協議する。 

 

１３．ユ二フォーム 

（１）選手はチームで服装を３点（シャツ・パンツ・ストッキング）とも統一すること。 

（２）アンダーシャツ・アンダーパンツはユニフォームと同色又はチームで統一した色となるように 

努めること。 

（３）上着は必ず背番号のあるものを着用すること。 

（４）サブユ二フォームに関しては異色のものを必ず用意すること。 

（５）審判服とまぎらわしい色（黒・紺など）の場合はカラー審判服を３着用意し 

審判に貸し出さなければならない。 

（６）服装に不備がある場合、審判(対戦チームも)はその選手の出場を許可してはならない。 

  それにより 8 名に満たなくなったチームは不戦敗扱いとする。 

 

１４．試合結果報告 

（１）勝利チームが各ブロックのシステム担当者に結果報告書（エクセル)を使用し 

貼付メールで報告する 

（２）各ブロックのシステム担当者はログインし該当する試合のスコア（中止も含めて）を記入する 

（３）「試合結果報告」はシステム上で担当者が記入したものを採用し、紙面での報告、 

勝利チームがシステム上での記入(練習試合は除く)に関しては一切公式記録として認めない。 
 

１５．上記すべての項目に対して、変更が望ましい事項が認められた場合は、速やかに運営委員会に掛

け、運営委員の承認を得て訂正・追加・削除するものとする。 

また、ブロック内における上記項目の適用で、別途「リーグ内申し合わせ（ローカルルール）」等が必

要となった場合、リーグの責任でリーグ内チームの確認の上で対応すること。 

 

＜付記＞ 

ナイターグランドの照明代について 

ナイターグランドを使用する場合の照明代は原則として、公式戦・練習試合問わず、使用チーム

による割り勘とする。（一部例外あり） 
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部長 リーグ責任者。

リーグ内での取り決め、申し合わせなど意見等を集約する。

総務と連携してリーグ戦の成績の状況を管理する。

常任会議に必ず出席し、意見を交換し、決定事項をブロック内に伝達する。

副部長 部長の補佐。部長と協力してブロックをまとめる。

部長が常任会議に出席できない場合は、代わって出席する。

リーグ内で具体的な仕事が少ない分各係の補佐や、協会行事に主導的に参加する

各リーグの勝敗を管理する。

ホームページ上の「システム」に各試合の結果を記入する。

選手登録の管理。（シーズン途中の選手入れ替えの管理）

渉外 各グランドの取得方法の整理。

各グランドの情報（場所・駐車場の有無等）を収集し、ＨＰに掲載する。

公的グランド（協会の年間確保グランド）への交渉。

（せっかく確保したグランドもマナーの悪さでクレームがでれば今後借りられなくなる。その対策を検討する。）

審判 Ｃ級資格取得講習会・資格更新研修会（実技研修。全員更新）の準備と当日の受付事務。

2015年度「Ｃ級審判取得講習会」は5月31日（日）「アネックスパル法円坂」において開講。

Ｃ級審判員の管理。

大阪スポ祭トーナメント，企画大会などへの派遣審判の要請。

システム
担当

リーグ内　各係りの具体的仕事内容

「各係りの仕事」ということで上記のように決めましたが、何をするにしても各チームの自主性と協調性が要求されます。
「大阪府サッカー協議会」という大きな器の元、サッカーを楽しんでいるわけですが、まずはリーグ内でやりたい事への可能性
を広めて下さい。

係り １部 ２部 ３部 Ｍ３５部 Ｍ４０部 Ｍ４５部

serecao ヘアトニック ガナンシア セントラル 桜丘 尚和

小玉 早川 島村 渡邉 大塚 東山

Proty agilita パープル FLAT エスペランサ SMAILE

奈良 児玉 藤井 富田 西川 津田

1976

稲居

1976 畷 1976 FLAT 桜丘 フットルース

稲居 越田 稲居 富田 佐藤 古山

Axelle Alegria Gambler COLMOHA 3710 大阪ｽｸﾃﾞｯﾄ

西森 川﨑 近田 梅崎 神田 神谷

SCUDETTO KASHIYA roots52 FAKE エクセン パリワール

池平 佐藤 西尾 松谷 高見澤 永井

empieza ダイナミックス 東淡路 FCN NASSO 岩田

三浦 広谷 東淡路 中 崎田 曽賀

HISTORIA Fortis NCS ビルトアップ アミスターデ JAMKIDS

戸田 池内 川見 新井 中島 清水

ファンタ 帝陵クラブ パッサロ GAVI di ASPAZIO 大阪

長谷 秋間 一谷 綛元 上田 浅野

free style サウスマン SOS FC リアル マンゲイラ シーガルズ

多河 荒川 有村 廣谷 桜木 佐藤

スジャータ RESACA Q カイザー 帝陵シニア

高橋 伊藤 佐々木 田中 福井

GAVI WKK ケンショウ 帝陵ミドル SOS

岐部 松井 松田 出口

とよのん セレソン 瞬火蹴倒

蓮井 佐藤 櫻井

システム
担当

副部長

渉外

審判

部長

2016年度　リーグ内各係り
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（　　　　　　　　） リーグ

役　割 チーム名 運営委員名 内　容 日にち 場　所 人数（目安） 備　考

毎月の運営委員会の議事を決める常任委員会に出席。 毎月中旬 府連盟事務所 １人／各リーグ 交通費支給

リーグ内に議事を徹底させたり、リーグ内の意見を 運営委員会の 19:00～

反映させるために大変重要。 おおむね１週間前

常任委員会に欠席リーグがないようにする。

企画大会（チャンピオンズリーグ等）の準備のため別に

招集をかける場合もある。

第53回大阪スポーツ祭典サッカー大会を取り仕切る。 実行委員会 府連盟事務所 ４人／各リーグ 抽選のシード権あり

実行委員会で日程分担を決め、試合当日本部係りとして 　月  日(　) 19:00～ 計２４人 本部係は手当支給

大会を管理する。 大会開催中 各グランド

抽選会の準備や表彰なども含め大会の方法を話し合い 6月～11月

決定する。

オープン大会としてしっかりした運営。

第52回大阪スポーツ祭典サッカー大会の審判。 大会開催中 各グランド ３人以上／各チーム（全チーム） Ｃ級資格の更新研修

Ｃ級審判員以上の有資格者。 6月～10月 （手当は研修費と相殺）

第37回定期総会の議案書等の作成。印刷・製本など。 5月27日(金) 府連盟事務所 １人／各リーグ 交通費支給

19:00～ 計６人

第37回定期総会当日の荷物運び・会場準備 5月29日(日) アネックスパル法円坂

（机・椅子の配列等） なにわの宮ホール 9:00～

新日本スポーツ連盟大阪府連盟定期総会&50周年記念レセプション 7月10日(日) 難波界隈を予定 1人/M35･M40･M45リーグ 交通費支給

サッカー協議会代表として発言や議決に加わる。 　 13:00～17:00 計３人

新日本スポーツ連盟大阪府連盟内の種目交流会議。 11月11日(金)※予定 府連盟事務所 １人／1･2･3リーグ 交通費支給

サッカー協議会代表として発言や議決に加わる。 18:30～21:00 計３人

第31回全国スポーツ祭典サッカー大会の要員 12月3,4日(土日) 淡路島佐野運動公園 １人／各リーグ 交通費・手当支給

大会の準備と当日の本部係。 計６人

Ｂ級審判員による審判。

全国サッカー協議会定期総会の代議員 2016年3月6日(日)※予定 江坂サニーストンホテル※予定 定数９人 交通費・手当支給

大阪サッカー協議会代表として発言や議決に加わる。 10:00～17:00

サッカー協議会代表として府連盟主催行事に参加。 2016年3月6日(日)※予定 長居公園※予定 ３～４人／各リーグ 交通費支給

マラソン大会の給水係りや準備・後片付けの手伝い。 計１８～２４人

常任委員が対象

マラソン大会　要員

全国サッカー協
定期総会 代議員

2016年度　各リーグ　役割分担

全チーム対象。大会の日程決定次第

リーグ割当分をリーグ内で決める。

常任委員会出席
（部長・副部長）

大阪スポ祭
サッカー大会

実行委員

大阪スポ祭
派遣審判

※リーグ内の話し合いで全チームが役割分担を受け持つこと。 最終 2016.05.17 回収

総会資料作成

府連盟定期総会代議員
50周年記念レセプション

第31回全国スポーツ祭典
サッカー大会

実行委員

府連盟種目別会議
代議員

 

役割 １部 ２部 ３部 Ｍ３５部 Ｍ４０部 Ｍ４５部

1976 ヘアトニック ガナンシア セントラル 桜丘 尚和

稲居 早川 島村 渡邉 大塚 東山

serecao agilita パープル FLAT SMAILE

小玉 児玉 藤井 富田 津田

GLAUBEN

若林

Piroty

奈良

serecao 帝陵クラブ OBボーイズ ケンショウ 帝陵ミドル パリワール

小玉 秋間 松井 松田 永井

GLAUBEN スジャータ SOS FC セレソン エクセン SMAILE

若林 鳴戸 有村 佐藤 高見澤 津田

empieza Alegria RESACA COLMOHA 瞬火蹴倒 帝陵シニア

三浦 川﨑 梅崎 櫻井 福井

HISTORIA Fortis

戸田 池内

SCUDETTO GAVI roots52 FAKE 3710 大阪ｽｸﾃﾞｯﾄ

池平 大松澤 奈良 松谷 神田 神谷

ゴラッソ FLAT エスペランサ フットルース

富田 西川 中村

free style 畷 Gambler

多河 越田

KASHIYA アスナロ ASPAZIO シーガルズ

佐藤 上田 佐藤

ファンタ サウスマン 東淡路 リアル アミスターデ JAMKIDS

長谷 和田 東 廣谷 中島 清水

Axelle ダイナミックス NCS Q NASSO 大阪

西森 広谷 佐々木 崎田 浅野

WKK GAVI di カイザー 岩田

綛元 田中 曽賀

パッサロ FCN マンゲイラ

一谷 中 桜木

とよのん ビルドアップ

蓮井

府連盟定期総会代議員
50周年記念レセプション

2016年度　各リーグの役割分担　予定チーム

全チーム対象。大会の日程決定次第ブロック割当分をブロック内で決める。
大阪スポ祭
派遣審判

大阪スポ祭
サッカー大会

実行委員

総会資料作成

常任委員会出席
（部長・副部長）

常任役員が対象

マラソン大会　要員

全国サッカー協
定期総会 代議員

府連盟種目別会議
代議員

第31回全国スポーツ祭典
サッカー大会

実行委員
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グランド取得 ⇒ 試合 ⇒ 結果報告の流れについて 

グランドを取得したら取得したチームがシステムにログインしグランド予約（登録）をする。

運営会議

新しくなった組合せ用紙に今まで通り記載（予約ＮＯ．記入必須）し回収

運営会議後、一週間以内にシステムへup（管理者）

試合を行う

練習試合 勝利チームがシステムにログインしスコアを記入

三つ巴、複数チームによる練習試合は記入不要

雨天中止・引き分けの場合は両チームで話し合ってどちらかがシステムに記入

公式戦 勝利チームが各ブロックのシステム担当者に結果報告書（エクセル)を使用し貼付メールで報告する

不戦試合 不戦勝チームが上記同様の形式で報告する(不戦敗 勝点-2 スコア0-5)

引き分け 両チームが上記同様の形式で報告する

雨天中止 両チームが上記同様の形式で報告する

没収試合 両チームが上記同様の形式で報告する

各ブロックのシステム担当者はログインし該当する試合のスコア（中止も含めて）を記入

ただし没収試合についてはシステム担当者がそのメールをinfo@njsf-ofa.jpに転送メールを送る

審判評価 両チームがログインし該当する試合の試合結果報告⇒審判評価に入り記入（任意）

服装・態度・ジャッジ等、あまりにも酷かった場合は『問い合わせ』より別途報告

審判員からの報告に対しても『問い合わせ』より別途報告

スコアの記載ミスについて

スコア記入後、後日記載ミスが判明した場合(該当するチームが発見）

システム担当者に訂正の依頼をする⇒システム担当者がinfo@njsf-ofa.jpに日付・対戦チーム名

間違ったスコアと本来のスコアをメールにて報告後、修正を行う。

組合せ・試合時間・その他の変更、修正があった場合

『問い合わせ』より変更依頼を行う

ブロック別システム担当者

ブロック

越田

s-pripri.saisaima@soccer.zaq.jp

artfield@oak.ocn.ne.jp

アドレス

1976

稲居

ＦＬＡＴ

桜丘

佐藤

フットルース

古山

40部

45部

グランド取得⇒試合⇒結果報告の流れについて

1部

2部

3部

35部
富田

inatake1030@mail.goo.ne.jp

a.koshida@gmail.com

inatake1030@mail.goo.ne.jp

info@njsf-ofa.jp

担当者

1976

稲居

畷
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第一条 目的 

この制度は協議会主催による行事において事故が発生したとき、受傷した連盟員に保障金を支出し、相互に援助しあい、連帯

を深めることを目的とする。 

 

第二条 加入団体 

協議会加入団体（クラブ・チーム）は本制度に加入しなければならない。 

 

第三条 財源 

各団体は、年間１チーム３，０００円を出資し、これを本制度の財源にあてる。 

但し、年度終了時において余剰金がでた場合、保障額をより充実するため、余剰金を返還せずプールする。不足が生じた場

合、年度終了時に各団体は不足額を出資する。 

 

第四条 適用範囲 

協議会が主催する行事（公式試合、練習試合、審判研修会、合宿等）において受傷した連盟員に対し適用する。 

但し、行事の開始前及び終了後の事故には本制度を適用しない。 

 

第五条 保障額 

１） 死亡 ５０，０００円 

２） 治療 初診料として５，０００円を上限とする実費金額 

１日につき１，０００円   入院の場合  ３０日限度 

               通院の場合  １５日限度 

ただし、２）は医師の治療を受け、入院していた期間および通院した日数とする。 

後遺症障害の保障額は運営委員会で検討し、決定する。 

また総額の上限は３５，０００円までとする。 

 

第六条 請求手続き 

事故があったとき、チーム責任者は速やかに、事故の日時・場所・状況及び障害の程度について運営委員会に報告する。（別

紙「傷害保障金請求書」参照） 

死亡・・・・・死亡診断書 

治療・・・・・治療の証明ができるもの（領収書のコピー・レシート等） 

が必要である。 

 

第七条 発効 

１９８２年６月１２日より実施する。 

１９９０年７月 ３日より実施する。 

２００３年６月 １日改訂。 

２００３年５月３０日改訂。 

 

 

 

新日本スポーツ連盟 大阪府連盟サッカー協議会 

NewJapanSportsFederation OsakaFootballAssociation

傷害保障相互援助制度 
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①  メンバー表 

 

②  試合結果報告書 

 

③  コピー代・切手代等請求用紙 

 

④  グランド代請求用紙 

 

⑤  傷害保障金請求書 

 

⑥  派遣審判手当請求書 

 
 

以上の申請用紙は、全てホームページからダウンロードできます。 

「各種ダウンロード」バナーより 

http://njsf-ofa.jp/download.html 

 
報告・請求は用紙をダウンロードして行ってください。 

 

 

「試合結果報告」および「試合組合せ」についてはホームページ新システム導入につき

大幅に報告・申請方法が変わります。 

各チーム独自で行ってください。 

  

申請報告用紙 
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新日本スポーツ連盟大阪府サッカー協議会 E-mail info@njsf-ofa.jp

備考
GLAUBEN大阪 携帯

FAX
E-mail

E-mail

運営委員
若林 大輔

チーム　名 TEL

E-mail

運営委員
奈良 真一

チーム　名 TEL 備考
Piroty 携帯

FAX

E-mail

運営委員
大塚 厚

チーム　名 TEL 備考
桜丘　FC 携帯

FAX

E-mail

運営委員
高野 盛庸

チーム　名 TEL 備考
SOSクラブ 携帯

全国サッカー協議会 運営委員
FAX

運営委員 渡邉 信介
チーム　名 TEL 備考

セントラル SC 携帯

広報部長
FAX

備考
尚和クラブ 携帯

審判部長
FAX

E-mail

E-mail

運営委員 東山 佳永
チーム　名 TEL

運営委員 稲居 竹志
チーム　名 TEL 備考
１９７６　ＦＣ 携帯

全国サッカー協議会 運営委員
広報担当

FAX

携帯
シニア FAX

統括部長 E-mail

3部 部長
FAX foot a 7西日本普及委員

E-mail

運営委員 福井 弘二
チーム　名 TEL 備考

帝陵シニアクラブ

運営委員 島村 純
チーム　名 TEL 備考
ガナンシア 携帯 全国サッカー協議会 運営委員

携帯

1部 部長
FAX

E-mail

財政部
FAX foot a 7西日本普及委員

E-mail

運営委員 小玉 英巳
チーム　名 TEL 備考

selecao

運営委員 佐藤 一也
チーム　名 TEL 備考
セレソン 携帯 全国サッカー協議会 運営委員

携帯 全国サッカー協議会 運営委員

財政部
FAX foot a 7西日本普及委員長

E-mail

携帯
全国サッカー協議会 運営委員

FAX
E-mail

運営委員長 富田 晃矢
チーム　名 TEL 備考
FC FLAT

全国サッカー協議会 運営委員長
FAX

E-mail

副会長
出口 敏昭

チーム　名 TEL 備考
SOSクラブ

FAX 全国サッカー協議会 会長
E-mail

会長
植山 良和

チーム　名 TEL 備考
SOSクラブ 携帯

2016年度　役員名簿

顧問
福島 邦夫

チーム　名 TEL 備考
携帯 全国連盟 事務局長



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

NJSF-OFA 検索 

 

新日本スポーツ連盟は、スポーツを楽しむことは基本的な権利であり、すべて
の人々に保証されるべきだと考え活動をしている団体です。 
 

1. さまざまな種目で大会や講習会を開催しています。 

2. 練習や大会を行うための施設を増やすことを国や自治体に求めています。 

3. スポーツを通じて世界各国と友好関係を築き、世界の平和に貢献することを目指しています。 


	●16定期総会議案書（送信用）_merged-1
	●16定期総会議案書（送信用）_merged

